


平
成
16
年
11
月
１
日
、
上
野
市
、
伊
賀

町
、
島
ヶ
原
村
、
阿
山
町
、
大
山
田
村
、

青
山
町
が
一
つ
に
な
り
「
伊
賀
市
」
が
誕

生
い
た
し
ま
し
た
。

伊
賀
地
区
６
市
町
村
の
合
併
に
向
け
、

任
意
・
法
定
協
議
会
の
設
置
か
ら
、
伊
賀

市
の
誕
生
に
至
る
ま
で
ご
尽
力
を
い
た
だ

1111
月月
１１
日日
、、
伊伊
賀賀
市市
誕誕
生生
。。

伊
賀
市
長
職
務
執
行
者

垂
井
　
　
正

伊賀市開庁式（伊賀市役所本庁・上野支所）

伊賀支所島ヶ原支所
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き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て

深
く
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
市
長
が
決
定
す
る
ま
で
の
間
、

私
が
伊
賀
市
長
職
務
執
行
者
と
し
て
選
任

さ
れ
、
職
務
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
期
間
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
精
一
杯
努
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
伊
賀
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

方
針
と
し
て
、
補
完
性
の
原
則
に
基
づ
い

た
伊
賀
流
住
民
自
治
に
よ
る
、
市
民
が
主

役
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
た
個
性
豊
か
な

自
治
の
形
成
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

合
併
以
前
よ
り
各
地
域
に
お
き
ま
し
て

準
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
住
民
自
治

協
議
会
は
伊
賀
市
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
各

地
域
で
住
民
主
体
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

自
治
が
行
わ
れ
、
伊
賀
市
が
一
体
と
な
っ

て
共
生
・
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
伊
賀

市
の
将
来
像
で
あ
る
「
ひ
と
が
輝
く
　
地

域
が
輝
く
」
ま
ち
づ
く
り
が
実
現
さ
れ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
行
政
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
り
、

自
立
し
た
伊
賀
市
を
目
指
し
て
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
伊
賀
市
の

飛
躍
、
発
展
の
た
め
、
皆
様
の
更
な
る
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

阿山支所大山田支所青山支所
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総務部

（部長・中居喜芳）

（次長・西出健一郎）（参事・松永彰生）（参事［危機管理

担当］・半田泰士）（参事・前田裕三）（参事・淺井広太）

（参事・赤澤行宏）（参事・中森純明）（参事・桐田昭彦）

総
務
課
（
課
長
・
兼

松
永
彰
生
、
副
参
事
﹇
市
史
編
さ
ん

担
当
﹈
・
鋤
本
方
洋
）

行
政
統
計
係
（
主
幹
兼
係
長
・
福
島
照
光
）
文
書
法
制

係
（
係
長
・
百
田
光
礼
）
市
史
編
さ
ん
係
（
副
参
事
兼

係
長
・
山
本
雅
靖
）

秘
書
課
（
課
長
・
兼

前
田
裕
三
）

ス
タ
ッ
フ
（
主
査
・
掘
　
久
仁
寿
）

職
員
課
（
課
長
・
兼

淺
井
広
太
）

人
事
研
修
係
（
主
幹
兼
係
長
・
稲
森
洋
幸
）
給
与
厚
生

係
（
係
長
・
入
本
　
理
）

財
政
課
（
課
長
・
兼

赤
澤
行
宏
）

ス
タ
ッ
フ
（
主
査
・
田
中
　
満
、
主
査
・
谷
口
順
一
）

契
約
監
理
課
（
課
長
・
兼

中
森
純
明
）

調
達
係
（
副
参
事
兼
係
長
・
馬
場
幸
雄
）
契
約
係
（
主

幹
兼
係
長
・
加
藤
　
敦
）

検
査
指
導
室
（
室
長
・
川
口
正
仁
）

ス
タ
ッ
フ
（
副
参
事
・
森
川
良
一
）

税
務
課
（
課
長
・
川
崎
末
博
）

市
民
税
係
（
副
参
事
兼
係
長
・
橋
本
浩
三
）
収
納
税
制

係
（
主
幹
兼
係
長
・
宮
島
千
恵
子
）
資
産
税
係
（
係
長

・
岡
澤
勝
彦
）

助　　役

市　　長

企画振興部

（部長・西田麒代彦）

（次長・濱　一吉）（参事・中嶋　孝）

（参事［少子化対策担当］・野口英敏）

（参事［文化都市協会派遣］・吉岡隆夫）

（参事［芭蕉翁顕彰会派遣］・岡森勝彦）

人権政策部

（部長・澤田昌彦）

（次長・堀　　忍）

生活環境部

（部長・米澤俊孝）

（次長・横尾純夫）（参事［住民自治推進

担当］・鹿島泰近）（参事・若森　登）

企
画
調
整
課
（
課
長
・
兼

中
嶋
　
孝
）

政
策
調
整
係
（
副
参
事
兼
係
長
・
山
下
章
光
）
行
政
改

革
推
進
係
（
副
参
事
兼
係
長
・
富
岡
通
郎
）
地
域
振
興

係
（
係
長
兼
上
野
支
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係
長
・

藤
山
善
之
）

文
化
国
際
課
（
課
長
・
山
本
　
清
）

ス
タ
ッ
フ
（
副
参
事
兼
上
野
支
所
地
域
振
興
課
文
化
国

際
係
長
・
福
徳
大
司
、
主
幹
・
澤
田
洋
子
、
主
査
﹇
芭

蕉
翁
生
誕
３
６
０
年
担
当
﹈
・
三
枝
澄
生
）

広
聴
情
報
課
（
課
長
・
竹
本
　
昇
）

ス
タ
ッ
フ
（
主
査
・
南
出
ゆ
う
子
）

情
報
化
推
進
室
（
室
長
・
光
岡
菊
郎
）

ス
タ
ッ
フ
（
主
査
・
島
崎
喜
成
）

人
権
政
策
課
（
課
長
・
池
口
法
行
）

ス
タ
ッ
フ
（
主
査
・
清
水
由
美
）

男
女
共
同
参
画
課
（
課
長
・
塚
脇
逸
子
）

ス
タ
ッ
フ
（
主
査
・
兼

清
水
由
美
）

同
和
課
（
課
長
・
安
永
幸
二
）

市
民
生
活
課
（
課
長
・
福
永
愛
子
）

戸
籍
記
録
係
（
副
参
事
兼
係
長
・
松
村
賢
次
）
市
民
活

動
推
進
係
（
係
長
・
林
　
康
彦
）

環
境
政
策
課
（
課
長
・
兼

若
森
　
登
、
主
幹
﹇
環
境
政
策

担
当
﹈
・
松
岡
正
剛
）

環
境
政
策
係
（
主
幹
兼
係
長
・
秋
永
啓
子
）
環
境
保
全

係
（
主
幹
兼
係
長
・
植
田
雄
二
）

環
境
セ
ン
タ
ー
（
所
長
・
福
田
伸
次
）

し
ら
さ
ぎ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
所
長
・
前
川
　
清
）

不
燃
物
処
理
場
（
場
長
・
兼

前
川
　
清
）

さ
く
ら
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
所
長
・
稲
田
文
郎
）

浄
化
セ
ン
タ
ー
（
所
長
兼
上
野
支
所
清
掃
事
業
所
副
参

事
・
藤
森
法
幸
）

伊
賀
市
発
足
に
伴
い
、
11
月
１
日
か
ら
新
し
い
行
政
機
構
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

新
し
い
行
政
機
構
は
１
つ
の
本
庁
と
６
つ
の
支
所
か
ら
な
り
、
旧
６
市
町
村
役
場
は
そ
れ

ぞ
れ
、
上
野
支
所
、
伊
賀
支
所
、
島
ヶ
原
支
所
、
阿
山
支
所
、
大
山
田
支
所
、
青
山
支
所
と

し
て
、
今
ま
で
ど
お
り
総
合
的
な
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

そ
の
行
政
機
構
図
と
と
も
に
、
係
長
以
上
の
配
置
を
掲
載
し
ま
し
た
。

（
※
ス
タ
ッ
フ
制
の
部
署
に
つ
い
て
は
、
主
査
ま
で
掲
載
。）

伊伊
賀賀
市市
行行
政政
機機
構構
図図
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健康福祉部

（部長・前川慶大）

（次長・福田正俊）（参事・林田治三）

（参事・猪田　勉）

産業振興部

（部長・西田正美）

（次長・籔裏素行）

（参事［産業集積

推進担当］・神崎

克己）

建設部

（部長・西澤民郎）

（次長・上田耕二）

（参事・岡部隆次）

（参事・直居量行）

消防本部

（消防長・山村伯二）

（消防次長・山 和憲）

（参事・東　庸介）

厚
生
保
護
課
（
課
長
・
兼

猪
田
　
勉
、
副
参
事
兼
面
接
相

談
員
・
島
　
早
苗
）

厚
生
係
（
副
参
事
兼
係
長
兼
上
野
支
所
健
康
福
祉
課
厚

生
保
護
係
長
・
松
裏
博
文
）
保
護
係
（
主
幹
兼
係
長
兼

面
接
相
談
員
・
森
永
康
子
）

福
祉
政
策
課
（
課
長
・
榊
　
光
裕
、
副
参
事
﹇
子
育
て
支

援
・
幼
児
保
育
担
当
﹈
・
兼
　
恵
子
）

児
童
福
祉
政
策
係
（
主
幹
兼
係
長
・
山
岡
久
芳
）
高
齢

障
害
福
祉
政
策
係
（
主
幹
兼
係
長
・
田
中
克
典
）

偕
楽
荘
（
荘
長
・
服
部
栄
子
、
副
参
事
兼
事
務
長
・
山

本
義
嗣
）

き
ら
め
き
工
房
（
副
参
事
兼
所
長
・
水
谷
　
久
）

介
護
保
険
課
（
課
長
・
兼

林
田
治
三
、
副
参
事
﹇
庶
務
給

付
担
当
﹈
・
山
下
行
雄
、
主
幹
﹇
認
定
調
査
担
当
﹈
・

福
田
真
由
美
）

認
定
調
査
係
（
副
参
事
兼
係
長
・
竹
永
美
佐
子
）
認
定

給
付
係
（
係
長
・
藤
林
宏
通
）
賦
課
資
格
係
（
係
長
・

岩
野
孝
裕
）

健
康
保
険
政
策
課
（
課
長
・
山
崎
猛
夫
）

保
険
年
金
係
（
副
参
事
兼
係
長
・
中
西
久
美
代
）
健
康

推
進
係
（
主
幹
兼
係
長
・
松
本
浩
典
）
医
療
係
（
主
幹

兼
係
長
・
宮
本
一
美
子
）

農
林
政
策
課
（
課
長
・
橋
居
徳
治
）

ス
タ
ッ
フ
（
副
参
事
・
中
森
榮
一
、
副
参
事
・
木
村
岑

夫
）

商
工
観
光
政
策
課
（
課
長
・
中
出
富
一
）

ス
タ
ッ
フ
（
主
査
・
安
井
優
子
）

監
理
課
（
課
長
・
兼

岡
部
隆
次
）

ス
タ
ッ
フ
（
主
幹
・
今
岡
真
市
、
主
幹
・
藤
井
尚
登
）

下
水
道
課
（
課
長
・
勝
島
雅
幸
）

企
画
係
（
主
幹
兼
係
長
・
吉
村
　
豊
）
業
務
係
（
主
幹

兼
係
長
・
清
水
仁
敏
）

消
防
総
務
課
（
課
長
・
森
下
政
實
）

庶
務
係
（
係
長
・
吉
永
眞
智
子
）
企
画
装
備
係
（
主
幹

兼
係
長
・
藤
森
明
夫
）

予
防
課
（
課
長
・
籔
中
孝
一
）

危
険
物
係
（
副
参
事
兼
係
長
・
藤
岡
勝
彦
）
予
防
係

（
主
幹
兼
係
長
・
松
居
　
豊
）

消
防
課
（
課
長
・
豆
本
弘
文
）

地
域
安
全
係
（
係
長
・
城
戸
直
人
）

通
信
指
令
室
（
室
長
・
中
野
康
治
）

指
令
第
１
係
（
係
長
・
中
山
忠
三
）指
令
第
２
係
（
係

長
・
井
上
　
昇
）

中
消
防
署
（
署
長
・
兼

東
　
庸
介
）

指
導
係
（
主
幹
兼
係
長
・
石
橋
勝
美
）
警
防
第
１
係

（
係
長
・
久
保
安
治
）
警
防
第
２
係
（
主
幹
兼
係
長
・

高
木
正
己
）

島
ヶ
原
分
署
（
副
参
事
兼
分
署
長
・
服
部
和
樹
）

丸
山
分
署
（
主
幹
兼
分
署
長
・
杉
野
　
晃
）

東
消
防
署
（
署
長
・
石
田
昭
雄
）

指
導
係
（
主
幹
兼
係
長
・
喜
久
永
崇
文
）
警
防
第
１
係

（
主
幹
兼
係
長
・
中
村
　
敏
）
警
防
第
２
係
（
主
幹

兼
係
長
・
寺
坂
知
廣
）

阿
山
分
署
（
副
参
事
兼
分
署
長
・
川
瀬
　
猛
）

大
山
田
分
署
（
副
参
事
兼
分
署
長
・
山
中
治
紀
）

事
業
調
整
課
（
課
長
・
兼

直
居
量
行
）

道
路
河
川
係
（
副
参
事
兼
係
長
・
澤
井
成
之
）
建
築
住

宅
係
（
副
参
事
兼
係
長
・
藤
森
尚
志
）
都
市
計
画
係

（
主
幹
兼
係
長
・
瀧
川
司
篤
）

建
築
指
導
審
査
室
（
室
長
・
稲
住
　
敦
）
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市
議
会
事
務
局

（
事
務
局
長
・
奥
　
千
史
）

（
事
務
局
次
長
・
久
保
義
信
）

製
材
事
業

水
道
事
業

（
水
道
事
業
管
理
者
）

看護部

（部長・玉岡賀代子）

救急部

（部長・福浦竜樹）

健康管理部

医療情報部

（部長・兼村山　卓）

業務委託統轄部部

（部長・兼山　征治）

事務部
（部長・兼大藪謙一）
（参事 ・武藤隆勇）

事
務
局

庶
務
係
（
副
参
事
兼
係
長
・
森
田
克
義
）
議
事
調
査
係

（
副
参
事
兼
係
長
・
森
本
一
生
）

製
材
事
業
所
（
所
長
・
西
　
　
實
）

水
道
総
務
課
（
課
長
・
松
山
宗
達
、
副
参
事
﹇
経
営
管
理

担
当
﹈
・
藤
原
さ
よ
）

経
理
係
（
係
長
・
中
西
一
樹
）
経
営
管
理
係
（
主
幹
兼

係
長
・
安
岡
美
代
子
）

業
務
課
（
課
長
・
住
澤
博
文
、
主
幹
﹇
営
業
担
当
﹈
・

久
保
紀
幸
）

営
業
係
（
係
長
・
福
壽
康
徳
）
収
納
係
（
係
長
・
兼

住

澤
博
文
）

青
山
事
業
所
（
副
参
事
兼
所
長
・

森
川
国
治
）

伊
賀
事
業
所
（
主
幹
兼
業
所
長
・
安
岡
健
司
、
主
幹
・

澤
野
徳
子
）

阿
山
事
業
所
（
所
長
・
井
上
　
茂
）

島
ヶ
原
事
業
所
（
所
長
・
兼

住
澤
博
文
）

大
山
田
事
業
所
（
所
長
・
兼

住
澤
博
文
）

施
設
課
（
課
長
・
岡
島
　
誠
、
副
参
事
﹇
工
務
担
当
﹈

・
塩
田
重
武
）

工
務
係
（
副
参
事
兼
係
長
・
島
川
和
也
）
簡
易
水
道
係

（
係
長
・
岸
　
剛
毅
）
浄
水
係
（
係
長
・
兼

岡
島
　
誠
）

事
務
局
（
書
記
長
・
併

松
永
彰
生
、
主
幹
・
併

福
島
照
光
）

事
務
局
（
主
幹
・
増
田
政
美
）

事
務
局

農
地
係
（
係
長
・
中
林
靖
裕
）

上野総合市民病院

（院長・川原田嘉文）（副院長・千賀雅之）
（副院長・山　征治）（副院長・村山　卓）
（事務長・大藪謙一）

診療部

（部長・川口　寛）

薬剤部

（薬局長・濱津ますみ）

内
科
（
部
長
・
益
岡
弘
司
）
循
環
器
科
（
部
長
・
兼

益
岡

弘
司
）
小
児
科
（
部
長
・
兼

川
口
　
寛
）
外
科
（
部
長
・

杉
平
宣
仁
）
整
形
外
科
（
部
長
・
今
村
進
吾
）
皮
膚
科

（
部
長
・
谷
口
弘
隆
）
泌
尿
器
科
（
部
長
・
荒
木
富
雄
）

婦
人
科
（
部
長
・
和
田
俊
一
）
眼
科
（
西
原
万
里
奈
）
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
（
部
長
・
日
根
野
隆
治
）
放
射
線

科
（
部
長
・
田
中
　
直
、
主
幹
・
島
川
和
也
）
臨
床
検
査

科
（
部
長
・
伊
藤
竜
吾
、
副
参
事
・
山
口
典
子
、
主
幹
、

中
野
昌
子
、
主
幹
・
松
田
真
澄
、
主
幹
・
藤
岡
明
美
）
内

視
鏡
室
（
室
長
・
塚
本
宏
滋
）
人
工
透
析
室
、
管
理
栄
養
室

薬
剤
科
（
主
幹
・
藤
森
唯
史
）

看
護
科
（
副
看
護
部
長
・
今
中
清
子
）

救
急
・
検
診
（
副
参
事
兼
看
護
師
長
・
米
田
裕
紀
子
）

外
来
（
主
幹
兼
看
護
師
長
・
馬
場
幸
美
）
人
工
透
析
室

（
副
参
事
兼
看
護
師
長
・
青
山
美
佐
子
）
中
央
手
術
室
・

中
央
材
料
室
（
主
幹
兼
看
護
師
長
・
中
井
拓
子
）
３
階
病

棟
（
主
幹
兼
看
護
師
長
・
小
川
由
紀
）
３
階
西
病
棟
（
主

幹
兼
看
護
師
長
・
橋
本
滋
子
）
４
階
病
棟
（
副
参
事
兼
看

護
師
長
・
松
村
佳
子
）
５
階
病
棟
（
主
幹
兼
看
護
師
長
・

小
山
順
子
）
６
階
病
棟
（
主
幹
兼
看
護
師
長
・
今
出
昭
子
）

庶
務
課
（
課
長
・
西
岡
幸
彦
）

管
理
用
度
係
（
主
幹
兼
係
長
・
狩
野
守
正
）
経
理
係

（
係
長
・
西
島
美
智
子
）

医
療
業
務
課
（
課
長
・
兼

武
藤
隆
勇
）

医
事
係
（
係
長
・
小
林
康
志
）
業
務
係
（
主
幹
兼
係
長

・
高
森
宣
子
）

収
入
役

出
納
室
（
室
長
・
堂
山
敏
夫
）

出
納
係
（
主
幹
兼
係
長
・
岡
部
洋
子
）
審
査
係
（
主
幹

兼
係
長
・
西
堀
　
薫
）

水道部

（部長・秋葉茂能）

（次長・田邊裕雄）

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

監
査
事
務
局

（
事
務
局
長
・
内
田
健
次
）

農
業
委
員
会
事
務
局

（
事
務
局
長
・
宮
本
　
毅
）
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教育長（味岡一典）

事務局（教育部長・安岡千明）

（参事・小竹紀忠）

（参事・野林伊久雄）

教
育
総
務
課
（
課
長
・
奥
井
周
璽
、
副
参
事
﹇
学
校
整
備

担
当
﹈
・
藤
原
四
郎
）

教
育
政
策
係
（
主
幹
兼
係
長
・
宮
崎
　
寿
）
管
理
係

（
主
幹
兼
係
長
・
西
田
康
文
）

教
育
施
設
室
（
室
長
・
松
本
次
夫
）

学
校
教
育
課
（
課
長
・
谷
口
修
一
、
主
幹
・
古
城
正
美
）

学
務
管
理
係
（
主
幹
兼
係
長
・
山
中
二
三
子
）
保
健
給

食
係
（
副
参
事
兼
係
長
・
田
中
　
優
）
指
導
教
職
員
係

（
主
幹
兼
係
長
・
加
納
圭
子
）

生
涯
学
習
課
（
課
長
・
奥
井
平
和
、
社
会
教
育
主
事
・

西
口
修
身
）

生
涯
学
習
係
（
係
長
・
兼

奥
井
平
和
）
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
（
主
幹
兼
係
長
・
兼

田
中
慎
二
）

文
化
財
室
（
室
長
・
木
田
文
美
和
）

ス
タ
ッ
フ
（
主
幹
・
前
川
依
久
雄
、
主
幹
・
豊
岡
　
勇
、

主
査
・
境

宏
）

上
野
分
室
（
分
室
長
・
小
川
美
智
代
）

ス
タ
ッ
フ
（
主
幹
・
田
中
慎
二
、
社
会
教
育
主
事
・

兼

西
口
修
身
）

主
幹
・
兼

木
村
順
子
、
主
査
・
福
島
礼
子
、
主
査
・
喜
多

田
秀
樹
）

伊
賀
分
室
（
分
室
長
・
前
田
明
伸
、
副
参
事
・
湯
川
政
治
、

主
幹
・
鈴
木
伸
宏
）

島
ヶ
原
分
室
（
分
室
長
・
小
澤
　
猛
）

阿
山
分
室
（
分
室
長
・
藤
岡
雅
之
）

ス
タ
ッ
フ
（
主
査
・
川
瀬
正
司
、
主
査
・
稲
葉
　
律
、

主
査
・
福
谷
日
出
夫
）

大
山
田
分
室
（
分
室
長
・
辻
　
克
治
）

ス
タ
ッ
フ
（
主
査
・
中
　
ひ
と
み
）

青
山
分
室
（
分
室
長
・
甲
野
輝
夫
）

ス
タ
ッ
フ
（
主
査
・
澤
田
之
伸
）

中
央
公
民
館
（
館
長
・
兼

野
林
伊
久
雄
、
主
幹
・
木
村
順
子
）

上
野
公
民
館
（
館
長
・
兼

小
川
美
智
代
）
西
柘
植
公
民

館
（
館
長
・
兼

湯
川
政
治
）
島
ヶ
原
公
民
館
（
館
長
・

兼

小
澤
　
猛
）
阿
山
公
民
館
（
館
長
・
兼

藤
岡
雅
之
）

教育委員会

幼
稚
園
　
ふ
た
ば
幼
稚
園
（
園
長
・
稲
田
節
子
）
し
ろ
は

と
幼
稚
園
（
園
長
・
吉
藤
綾
子
）

小
学
校

上
野
東
小
（
校
長
・
壷
田
洋
子
）
上
野
西
小

（
校
長
・
内
田
禮
三
）
久
米
小
（
校
長
・
福
永
健
一
）
花

之
木
小
（
校
長
・
西
森
平
之
）
長
田
小
（
校
長
・
中
森
順

子
）
新
居
小
（
校
長
・
中
矢
泰
之
）
三
田
小
（
校
長
・
上

森
ツ
タ
子
）
府
中
小
（
校
長
・
上
田
敬
美
）
中
瀬
小
（
校

長
・
松
岡
秀
行
）
友
生
小
（
校
長
・
其
道
嘉
代
子
）
猪
田

小
（
校
長
・
深
井
と
し
子
）
花
垣
小
（
校
長
・
菊
澤
久
義
）

依
那
古
小
（
校
長
・
山
岡
輝
清
）
比
自
岐
小
（
校
長
・

三
山
秀
樹
）
神
戸
小
（
校
長
・
辻
　
英
郎
）
古
山
小
（
校

長
・
高
島
眞
哉
）
丸
柱
小
（
校
長
・
柘
植
秀
一
）

次
頁
へ
続
く

大
山
田
公
民
館
（
館
長
・
兼

辻
　
克
治
）
青
山
公
民
館

（
館
長
・
兼

甲
野
輝
夫
）

上
野
図
書
館
（
館
長
・
今
高
光
芳
、
副
参
事
・
竹
岡
英
子
）

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
（
所
長
・
兼

安
岡
千
明
）

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
所
長
・
兼

安
岡
千
明
）

伊
賀
上
野
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
（
所
長
・
兼

安
岡
千
明
）

教
育
集
会
所

八
幡
教
育
集
会
所
（
所
長
・
併

廣
田
　
稔
）

下
郡
教
育
集
会
所
（
所
長
・
併

今
治
良
信
）
寺
田
教
育

集
会
所
（
所
長
・
併

鈴
木
重
儀
）
ま
え
が
わ
教
育
集

会
所
（
所
長
・
兼

前
田
明
伸
）
大
土
教
育
集
会
所
（
所

長
・
兼

前
田
明
伸
）
奥
馬
野
教
育
集
会
所
（
所
長
・
併

重
本
敏
昭
）
老
川
教
育
集
会
所
（
所
長
・
併

藤
田
幸
一
）

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
　
阿
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

（
館
長
・
兼

藤
岡
雅
之
）
大
山
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

ー
（
館
長
・
兼

辻
　
克
治
）

資
料
館

上
野
歴
史
民
俗
資
料
館
（
館
長
・
兼

小
川
美
智

代
）
柘
植
歴
史
民
俗
資
料
館
（
館
長
・
兼

湯
川
政
治
）
島

ヶ
原
資
料
館
（
館
長
・
兼

小
澤
　
猛
）
阿
山
ふ
る
さ
と
資

料
館
（
館
長
・
兼

藤
岡
雅
之
）
大
山
田
郷
土
資
料
館
（
館

長
・
兼

辻
克
治
）

青
山
ホ
ー
ル
（
館
長
・
竹
岡
保
男
）
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健
康
福
祉
課
（
課
長
・
福
永
　
保
、
副
参
事
・
﹇
健
康
推

進
担
当
﹈
松
井
節
子
）

児
童
福
祉
係
（
副
参
事
兼
係
長
・
薗
川
秀
代
）
高
齢
障

害
福
祉
係
（
副
参
事
兼
係
長
・
増
田
基
生
）
健
康
推
進

係
（
係
長
・
牧
ノ
矢
　
香
）
保
険
年
金
係
（
副
参
事
兼

係
長
・
深
尾
千
恵
）

し
ろ
な
み
児
童
館
（
副
参
事
兼
館
長
・
北
島
伊
久
雄
）

し
ろ
な
み
保
育
所
（
副
参
事
兼
所
長
・
山
添
登
志
子
、

主
幹
・
藤
室
惠
子
）
新
居
保
育
所
（
副
参
事
兼
所
長
・

重
冨
眞
弓
）
諏
訪
保
育
所
（
主
幹
兼
所
長
・
本
城
美
喜

子
）
佐
那
具
保
育
所
（
主
幹
兼
所
長
・
中
森
ち
の
り
、

主
幹
・
松
本
美
鈴
）
猪
田
保
育
所
（
主
幹
兼
所
長
・
福

田
み
ち
よ
、
主
幹
・
今
中
あ
つ
子
）
依
那
古
保
育
所

（
副
参
事
兼
所
長
・
田
中
紀
子
、
主
幹
・
中
林
里
美
）

依
那
古
第
２
保
育
所
（
副
参
事
兼
所
長
・
辻
本
貴
美

子
）
神
戸
保
育
所
（
副
参
事
兼
所
長
・
古
瀬
た
つ
へ
、

主
幹
・
森
永
悦
子
）
比
自
岐
保
育
所
（
主
幹
兼
所
長
・

中
森
淳
子
、
主
幹
・
中
井
典
子
）

上野支所

（支所長・　原　佶）

（副支所長・長谷川正俊）

（参事・坂口孝一）（参事・橋本正之）（参事・廣田　稔）

（参事・今治良信）（参事・鈴木重儀）（参事・橋本憲和）

総
務
課
（
課
長
・
兼

坂
口
孝
一
）

総
務
係
（
係
長
・
前
川
一
幸
）
管
財
係
（
副
参
事
兼
係

長
・
槙
田
ち
え
み
）

税
務
室
（
室
長
・
山
本
正
彦
）

ス
タ
ッ
フ
（
副
参
事
・
熊
澤
裕
子
、
主
幹
・
中

義
晴
）

地
域
振
興
課
（
課
長
・
兼

橋
本
正
之
）

地
域
振
興
係
（
係
長
・
兼

藤
山
善
之
）
文
化
国
際
係

（
係
長
・
兼

福
徳
大
司
）
広
聴
広
報
係
（
係
長
・
兼

橋
本

正
之

人
権
政
策
推
進
課
（
課
長
・
伏
見
正
道
）

ス
タ
ッ
フ
（
副
参
事
・
塩
谷
あ
や
子
）

同
和
室
（
室
長
・
玉
岡
佳
樹
）

ス
タ
ッ
フ
（
副
参
事
・
福
本
敏
彦
、
主
幹
・
矢
谷
恵
津

子
）

八
幡
町
市
民
館
（
館
長
・
兼

廣
田
　
稔
、
主
幹
・
川
中
喜

代
美
）

庶
務
係
（
係
長
・
南
　
一
朗
）
福
祉
教
育
係
（
係
長
・

東
瀬
嘉
章
）

下
郡
市
民
館
（
館
長
・
兼

今
治
良
信
）

庶
務
係
（
主
幹
兼
係
長
・
辻
　
雅
子
）
福
祉
教
育
係

（
副
参
事
兼
係
長
・
百
上
進
一
）

寺
田
市
民
館
（
館
長
・
兼

鈴
木
重
儀
）

庶
務
係
（
主
幹
兼
係
長
・
谷
口
和
代
）
教
育
係
（
係

長
・
田
中
佳
隆
）

生
活
環
境
課
（
課
長
・
若
森
英
一
、
副
参
事
﹇
環
境
パ

ト
ロ
ー
ル
担
当
」
・
池
永
佳
宣
）

生
活
係
（
副
参
事
兼
係
長
・
中
森
栄
子
）
戸
籍
住
民
係

（
主
幹
兼
係
長
・
西
出
真
智
子
）
環
境
係
（
係
長
・

兼

若
森
英
一
）

清
掃
事
業
所
（
所
長
・
西
尾
剛
夫
、
副
参
事
・
兼

藤
森
法
幸
）

柘
植
小
（
校
長
・
　
原
成
壽
）
西
柘
植
小
（
校
長
・
船
見

忠
美
）
壬
生
野
小
（
校
長
・
界
外
直
樹
）
島
ケ
原
小
（
校

長
・
山
崎
敏
正
）
河
合
小
（
校
長
・
徳
永
隆
和
）
玉
滝
小

（
校
長
・
松
島
　
清
）
鞆
田
小
（
校
長
・
冨
井
清
志
）
大

山
田
西
小
（
校
長
・
城
　
吉
富
美
）
大
山
田
東
小
（
校

長
・
北
村
公
一
）
青
山
小
（
校
長
・
橋
本
　
諒
）

中
学
校

崇
広
中
（
校
長
・
松
嵜
敏
之
）
桃
青
中
（
校

長
・
南
　
正
人
）
緑
ヶ
丘
中
（
校
長
・
野
口
俊
史
）
府
中

中
（
校
長
・
福
島
久
勝
）
丸
山
中
（
校
長
・
大
谷
　
徹
）

成
和
中
（
校
長
・
田
村
輝
之
）
柘
植
中
（
校
長
・
西
　
浩

一
）
霊
峰
中
（
校
長
・
平
地
章
昌
）
島
ケ
原
中
（
校
長
・

野
田
真
治
）
阿
山
中
（
校
長
・
川
端
　
清
）
大
山
田
中

（
校
長
・
芝
田
喜
比
古
）
青
山
中
（
校
長
・
家
戸
美
弘
）

給
食
セ
ン
タ
ー

阿
山
給
食
セ
ン
タ
ー
（
所
長
・
兼

藤
岡

雅
之
）
大
山
田
給
食
セ
ン
タ
ー
（
所
長
・
兼

辻
　
克
治
）
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産
業
振
興
課
（
課
長
・
大
谷
泰
紀
、
副
参
事
﹇
農
業
活
性

化
担
当
﹈
福
森
昌
美
、
主
幹
﹇
農
林
業
振
興
担
当
﹈
・

西
岡
吉
則
、
主
幹
﹇
農
村
整
備
担
当
﹈
北
山
太
加
視
、

主
幹
﹇
商
工
観
光
担
当
﹈
・
松
本
成
隆
、
主
幹
﹇
Ｔ
Ｍ

Ｏ
担
当
﹈
・
伊
藤
晃
一
）

農
林
係
（
副
参
事
兼
係
長
・
松
浦
正
光
）
施
設
整
備
係

（
副
参
事
兼
係
長
・
松
岡
雅
士
）
商
工
観
光
係
（
副
参

事
兼
係
長
・
中
川
秀
也
）

建
設
課
（
課
長
・
兼

橋
本
憲
和
、
副
参
事
﹇
道
路
整
備
担

当
﹈
・
高
崎
義
昭
、
副
参
事
﹇
再
開
発
担
当
﹈
・
田
中

秀
樹
、
主
幹
﹇
道
路
管
理
担
当
﹈

竹
岡
章
裕
、
主
幹

﹇
道
路
維
持
担
当
﹈
中
井
秀
幸
、
主
幹
﹇
河
川
担

当
﹈
・
的
場
文
夫
、
主
幹
﹇
公
園
緑
地
担
当
﹈
・
岡
本

隆
雄
、
主
幹
﹇
ま
ち
づ
く
り
担
当
﹈
・
東
　
弘
久
）

道
路
河
川
係
（
副
参
事
兼
係
長
・
西
山
治
良
）
都
市

計
画
係
（
副
参
事
兼
係
長
・
田
中
政
則
）
建
築
住
宅
係

（
副
参
事
兼
係
長
・
中
島
美
輝
）
下
水
道
係
（
係
長
・

山
本
　
昇
）

伊賀支所

（支所長・藤島信義）

（副支所長・高井良秋）

（参事・増森和吉）（参事・金谷正一）

（参事・森下泰成）

総
務
課
（
課
長
・
中
島
義
文
）

総
務
係
（
主
幹
兼
係
長
・
中
林
千
春
）
管
財
係
（
主
幹

兼
係
長
・
濱
田
泰
昭
）

税
務
室
（
室
長
・
藤
澤
義
彰
）

地
域
振
興
課
（
課
長
・
清
水
健
司
、
主
幹
兼
ふ
る
さ
と
会

館
い
が
館
長
・
岸
田
　
清
）

地
域
振
興
係
（
係
長
・
前
澤
和
也
）
広
聴
広
報
係
（
係

長
・
丸
柱
典
子
）

生
活
環
境
課
（
課
長
・
兼

金
谷
正
一
）

市
民
生
活
係
（
主
幹
兼
係
長
・
居
附
秀
樹
）
戸
籍
住
民

係
（
係
長
・
西
口
紀
子
）

環
境
対
策
室
（
室
長
・
金
谷
宗
清
）

人
権
政
策
推
進
課
（
課
長
・
兼

増
森
和
吉
）

人
権
同
和
室
（
室
長
・
大
橋
久
和
）
同
和
係
（
主
幹

兼
係
長
・
伊
藤
由
久
）
男
女
共
同
参
画
係
（
主
幹
兼
係

長
・
森
口
英
子
）

い
が
ま
ち
人
権
セ
ン
タ
ー
（
所
長
・
山
下
　
豊
）

ス
タ
ッ
フ
（
主
幹
﹇
隣
保
館
・
教
育
集
会
所
担
当
﹈
・

上
島
邦
彦
、
主
査
・
中
原
康
雅
）

健
康
福
祉
課
（
課
長
・
兼

森
下
泰
成
）

厚
生
保
護
係
（
係
長
・
土
田
敏
子
）
保
険
年
金
係
（
主

幹
兼
係
長
・
久
保
幸
代
）

い
が
ま
ち
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
所
長
・
岡
本
高
男
）

健
康
推
進
係
（
主
幹
兼
係
長
・
横
尾
智
子
）
高
齢
障
害

福
祉
係
（
係
長
・
杉
野
　
寛
）

老
人
憩
い
の
家
（
主
幹
兼
館
長
・
谷
口
新
次
）

壬
生
野
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
主
幹
兼
所
長
・
服

部
正
英
）

児
童
福
祉
室
（
室
長
・
中
島
公
子
）

子
育
て
支
援
係
（
主
幹
兼
係
長
・
中
林
典
子
）

柘
植
保
育
園
（
副
参
事
兼
園
長
・
梅
川
葉
子
、
主
幹
・

中
森
知
里
）
柘
植
第
二
保
育
園
（
副
参
事
兼
園
長
・
梅

田
幸
子
、
主
幹
・
小
栗
一
美
）
西
柘
植
保
育
園
（
副
参

事
兼
園
長
・
田
中
美
智
子
、
主
幹
・
居
附
里
美
）
壬
生

野
保
育
園
（
副
参
事
兼
園
長
・
福
島
裕
美
子
、
主
幹
・

丸
山
和
美
）
希
望
ヶ
丘
保
育
園
（
副
参
事
兼
園
長
・
福

森
清
子
、
主
幹
・
中
島
好
美
）

産
業
振
興
課
（
課
長
・
高
島
幸
生
）

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
係
（
主
幹
兼
係
長
・
服
部
照
代
）
農

林
政
係
（
主
幹
兼
係
長
・
徳
地
美
彦
）
施
設
整
備
係（

係
長
・
西
口
昌
寛
）
商
工
観
光
係
（
係
長
・
前
田
康
人
）

建
設
課
（
課
長
・
坂
本
忠
久
）

管
理
係
（
主
幹
兼
係
長
・
余
野
雅
昭
）
都
市
計
画
係

（
主
幹
兼
係
長
・
木
澤
良
昭
）
道
路
河
川
係
（
主
幹
兼

係
長
・
内
田
泰
成
）

下
水
道
室
（
室
長
・
北
川
幹
洋
）
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総
務
課
（
課
長
・
中
森
　
寛
）

総
務
係
（
副
参
事
兼
係
長
・
西
　
茂
樹
）
管
財
係
（
係

長
・
前
山
恭
子
）
税
務
係
（
副
参
事
兼
係
長
・
中
村

崇
）

地
域
振
興
課
（
課
長
・
植
田
美
由
喜
）

地
域
振
興
係
（
係
長
・
福
永
富
美
子
）

人
権
政
策
推
進
課
（
課
長
・
重
本
敏
昭
）

人
権
・
同
和
対
策
係
（
係
長
・
中
森
宜
光
）

生
活
環
境
課
（
課
長
・
福
岡
兵
悟
）

生
活
環
境
係
（
係
長
・
永
井
　
満
）
戸
籍
住
民
係
（
係

長
・
兼

福
岡
兵
悟
）

健
康
福
祉
課
（
課
長
・
兼

生
中
正
嗣
）

福
祉
係
（
係
長
・
山
森
と
よ
子
）
健
康
推
進
係
（
係
長

・
岡
本
富
美
子
）

大山田支所

（支所長・惠村孝次）

（副支所長・永持嘉宣）

（参事・生中正嗣）

総
務
課
（
課
長
・
兼

澤
井
　
修
）

総
務
係
（
係
長
・
藤
岡
淳
次
）
管
財
係
（
係
長
・
山
本

恵
美
子
）

税
務
室
（
室
長
・
森
岡
良
夫
）

税
務
係
（
係
長
・
服
部
寿
一
）

地
域
振
興
課
（
課
長
・
森
本
勝
美
）

域
振
興
係
（
係
長
・
松
本
和
久
）
広
聴
広
報
係
（
係
長

・
馬
場
　
清
）

人
権
政
策
推
進
課
（
課
長
・
藤
岡
　
勉
）

人
権
・
同
和
啓
発
係
（
係
長
・
兼

藤
岡
　
勉
）

生
活
環
境
課
（
課
長
・
兼

松
本
直
明
）

市
民
生
活
係
（
係
長
・
前
川
浩
也
）戸
籍
住
民
係
（
係

長
・
舩
見
く
み
子
）
環
境
係
（
副
参
事
兼
係
長
・
山
口

正
美
）

健
康
福
祉
課
（
課
長
・
兼

川
合
文
秀
）

福
祉
係
（
主
幹
兼
係
長
・
中
井
日
出
男
）
健
康
推
進
係

（
係
長
・
太
田
友
美
）
保
険
年
金
係
（
係
長
・
奥
　
幸
子
）

阿山支所

（支所長・奥井　勉）

（副支所長・橋本光平）

（参事・澤井　修）（参事・松本直明）

（参事・川合文秀）

産
業
振
興
課
（
課
長
・
土
永
瑞
穂
）

農
林
係
（
主
幹
兼
係
長
・
田
矢
善
典
）
施
設
整
備
係

（
係
長
・
辻
村
武
臣
）
商
工
観
光
係
（
主
幹
兼
係
長

・
伊
室
春
利
）

建
設
課
（
課
長
・
服
部
伊
久
夫
）

道
路
河
川
係
（
係
長
・
中
山
良
憲
）
管
理
係
（
副
参
事

兼
係
長
・
城
　
政
彦
）

下
水
道
室
（
室
長
・
葛
原
吉
彦
）

工
務
係
（
副
参
事
兼
係
長
・
橋
本
忠
大
）
管
理
係
（
係

長
・
高
木
忠
幸
）

島ヶ原支所

（支所長・森永喜久雄）

（副支所長・中川重憲）

総
務
振
興
課
（
課
長
・
山
本
繁
昌
）

総
務
係
（
係
長
・
福
永
賢
治
）
税
務
係
（
係
長
・
南

朋
子
）

地
域
振
興
室
（
室
長
・
田
槙
公
博
）

生
活
環
境
課
（
課
長
・
川
本

哲
）

市
民
生
活
係
（
係
長
・
風
隼
徳
彰
）
戸
籍
住
民
係
（
係

長
・
川

孝
子
）

人
権
政
策
推
進
室
（
室
長
・
兼

川
本
　
哲
）

ス
タ
ッ
フ
（
主
幹
・
山
菅
善
文
）

健
康
福
祉
課
（
課
長
・
増
永
由
美
）

福
祉
係
（
係
長
・
西
口
育
子
）
健
康
推
進
係
（
副
参
事

兼
係
長
・
池
本
洋
人
）

島
ヶ
原
保
育
所
（
副
参
事
兼
所
長
・
池
田
敦
子
、
主

幹
・
野
殿
美
千
代
）

建
設
産
業
課
（
課
長
・
風
早
孝
昭
）

建
設
係
（
係
長
・
森
岡
包
味
）

産
業
振
興
室
（
室
長
・
尾
登

誠
）

あ
や
ま
保
育
所
（
副
参
事
兼
所
長
・
松
本
幸
子
）
と
も

だ
保
育
所
（
副
参
事
兼
所
長
・
窪
崎
登
志
）
た
ま
た
き

保
育
所
（
副
参
事
兼
所
長
・
服
部
美
千
代
）
ま
る
ば
し

ら
保
育
所
（
主
幹
兼
所
長
・
堀
川
き
よ
み
）

産
業
振
興
課
（
課
長
・
土
永
瑞
穂
）

農
林
係
（
主
幹
兼
係
長
・
田
矢
善
典
）
施
設
整
備
係

（
係
長
・
辻
村
武
臣
）
商
工
観
光
係
（
主
幹
兼
係
長

・
伊
室
春
利
）
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総
務
振
興
課
（
課
長
・
松
本
博
臣
）

総
務
係
（
係
長
・
森
永
典
生
）
管
財
係
（
係
長
・
牧
野

頼
悌
）

税
務
室
（
室
長
・
坂
本
道
治
）

ス
タ
ッ
フ
（
主
査
・
立
山
恵
子
）

地
域
振
興
室
（
室
長
・
奥
永
悦
子
）

ス
タ
ッ
フ
（
主
査
・
西
尾
育
夫
）

青山支所

（支所長・城山廣三）

（副支所長・槌野策司）

（参事・廣　行雄）

人
権
政
策
推
進
課
（
課
長
・
奥
田
充
法
）

人
権
政
策
係
（
係
長
・
稲
森
真
一
）

青
山
文
化
セ
ン
タ
ー
（
所
長
・
藤
田
幸
一
）

生
活
環
境
課
（
課
長
・
脇
坂
長
充
）

市
民
生
活
係
（
副
参
事
兼
係
長
・
花
岡
穣
一
）
戸
籍
住

民
係
（
係
長
・
森
本
君
枝
）
環
境
係
（
係
長
・
濱
村

昭
）

健
康
福
祉
課
（
課
長
・
内
田
秀
弘
）

福
祉
係
（
係
長
・
滝
川
博
美
）
保
険
年
金
係
（
係
長
・

奥

早
百
合
）

青
山
保
健
セ
ン
タ
ー
（
所
長
・
平
田
幸
子
）
青
山
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
所
長
・
兼

平
田
幸
子
）

さ
く
ら
保
育
園
（
園
長
・
坂
本
茂
代
、
副
参
事
・
平
山

佳
代
子
、
副
参
事
・
坂
本
和
代
、
主
幹
・
杉
田
尋
子
）

青
山
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
所
長
・
中
野
智
恵
子
）

伊
賀
市
・
名
張
市
広
域
行
政
事
務
組
合
へ
派
遣

（
事
務
局
副
参
事
・
田
邊
由
美
子
）

伊
賀
農
業
共
済
事
務
組
合
へ
派
遣

（
総
務
課
主
幹
兼
総
務
広
報
係
長
兼
経
理
係
長
・
服
部
智

秀
、
事
業
課
副
参
事
・
瀧
山
幸
久
、
事
業
課
主
幹
兼
園
芸

施
設
・
普
及
推
進
係
長
・
西
島
剛
太
、
事
業
課
家
畜
係

長
・
谷
口
忠
一
）

伊
賀
南
部
環
境
衛
生
組
合
へ
派
遣

（
事
務
局
参
事
・
落
合
博
文
）

伊
賀
南
部
消
防
組
合
へ
派
遣

（
青
山
消
防
署
長
・
高
田
年
弘
、
青
山
消
防
署
副
主
幹
兼

消
防
係
長
・
山
尾

守
、
青
山
消
防
署
副
主
幹
兼
予
防
係

長
・
谷
本
清
次
、
青
山
消
防
署
副
主
幹
兼
警
備
第
一
係

長
・
谷
山
明
博
、
青
山
消
防
署
副
主
幹
兼
警
備
第
二
係

長
・
山
岡
章
彦
、
青
山
消
防
署
副
主
幹
兼
救
急
救
助
係

長
・
浦
岡
秀
一
、（
名
張
消
防
署
副
主
幹
兼
庶
務
係
長
・

宮
本
昌
博
、
消
防
本
部
副
主
幹
兼
予
防
係
長
・
福
山
康
宣
）

産
業
振
興
課
（
課
長
・
山
内
　
敏
）

産
業
振
興
係
（
係
長
・
山
本
幸
一
郎
）
施
設
整
備
係

（
係
長
・
福
森
三
太
夫
）
地
籍
調
査
係
（
係
長
・
円
界

素
史
）

建
設
課
（
課
長
・
兼

廣

行
雄
）

工
務
係
（
係
長
・
赤
尾
隆
司
）
管
理
指
導
係
（
副
参
事

兼
係
長
・
大
垣
内
清
治
）

生
活
排
水
対
策
室
（
室
長
・
増
田
伸
一
）

ダ
ム
周
辺
整
備
課
（
課
長
・
高
尾
好
一
）

調
整
係
（
係
長
・
小
西
康
章
）
工
務
係
（
係
長
・
若
出

正
裕
）

国
民
健
康
保
険
阿
波
診
療
所
（
所
長
・
田
中
宏
明
）
国

民
健
康
保
険
山
田
診
療
所
（
所
長
・
金
沢
あ
つ
子
）
大

山
田
東
保
育
園
（
副
参
事
兼
園
長
・
田
中
喜
美
子
）
大

山
田
西
保
育
園
（
副
参
事
兼
園
長
・
高
田
栄
子
）

産
業
振
興
課
（
課
長
・
松
本
秀
喜
）

農
林
係
（
副
参
事
兼
係
長
・
西
口
敏
之
）
商
工
・
観
光

係
（
係
長
・
兼

西
口
敏
之
）

建
設
課
（
課
長
・
上
田
賢
博
）

下
水
道
係
（
係
長
・
谷
口
昌
平
）

建
設
係
（
係
長
・

杉
本
博
之
）
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施設名称
伊賀町営新堂駅前駐車場
伊賀町営柘植駅前駐車場
伊賀町前川火葬場
伊賀町町営サービスエリア下り線
伊賀北部消防組合消防本部　上野消防署伊賀分署
本庁舎
島ヶ原村保育所
島ヶ原村老人福祉センター※併設施設有り
島ヶ原村農産物処理加工施設
島ヶ原村民会館（島ヶ原村公民館）
島ヶ原中学校校舎特別棟
島ヶ原村資料館（島ヶ原村旧役場庁舎）
島ヶ原村ふれあいの里
島ヶ原村運動広場
島ヶ原小学校体育館
地蔵面団地（H10）
地蔵面団地（H11）
地蔵面団地（H12）
地蔵面団地（S33）
島ヶ原村駐車場
伊賀北部消防組合消防本部　上野消防署島ヶ原出張所
本庁舎
阿山町保健福祉センター
多目的集会施設
高齢者センター
阿山町ふるさと資料館
（新）
阿山町第1運動公園
阿山町第2運動公園
阿山町B&G海洋センター
阿山町ふるさとの森公園
阿山町学校給食センター
（新）
伊賀北部消防組合消防本部　上野消防署阿山出張所
本庁舎
東小学校
西小学校
東保育園
西保育園
大山田村保健センター※併設施設有り
（新）
大山田村国民健康保険直営阿波診療所
大山田村国民健康保険直営山田診療所※併設施設有り
中央公民館
大山田村東生活改善センター
大山田村南集会所
生活改善センター
大山田村農村環境改善センター
大山田村共同作業所
（ライトピアおおやまだ内）
（ライトピアおおやまだ内）
大山田村郷土資料館
大山田村B&G海洋センター
村民テニスコート（農村環境改善センターテニスコート）
大山田村産業振興センター※併設施設有り
伊賀北部消防組合消防本部　上野消防署大山田出張所
本庁舎
青山町子育て支援センター
青山町国民健康保険健康管理センター
青山町国民健康保険診療所
青山町公民館
青山町老川教育集会所
羽根生活改善センター
基幹集落センター
青山町郷土歴史資料室※併設施設有り
青山町児童屋内運動場（矢生小学校体育館）
青山町北部公園運動施設
旧上津小学校体育館
旧高尾小学校体育館
旧博要小学校体育館
旧上津小学校グラウンド
旧高尾小学校グラウンド
旧博要小学校グラウンド
旧矢生小学校グラウンド
青山町営住宅松尾団地駐車場
青山町駅前自転車等駐車場
上津駅前自転車等駐車場

新名称
市営新堂駅駐車場
市営柘植駅駐車場
まえがわ火葬場
伊賀サービスエリア
伊賀市東消防署
伊賀市島ヶ原支所
伊賀市島ヶ原保育所
島ヶ原老人福祉センター
島ヶ原農産物処理加工施設
島ヶ原会館
島ヶ原教育振興センター
島ヶ原資料館
島ヶ原ふれあいの里
島ヶ原運動広場
島ヶ原地区体育館
伊賀市営島ヶ原団地（H10）
伊賀市営島ヶ原団地（H11）
伊賀市営島ヶ原団地（H12）
伊賀市営島ヶ原団地（S33）
市営島ヶ原駐車場
伊賀市中消防署島ヶ原分署
伊賀市阿山支所
阿山保健福祉センター
阿山多目的集会施設
円徳院高齢者センター
阿山ふるさと資料館
あやま文化センター
阿山第1運動公園
阿山第2運動公園
阿山B&G海洋センター
阿山ふるさとの森公園
阿山給食センター
阿山交流促進施設（道の駅あやま）
伊賀市東消防署阿山分署
伊賀市大山田支所
伊賀市立大山田東小学校
伊賀市立大山田西小学校
伊賀市立大山田東保育園
伊賀市立大山田西保育園
大山田保健センター
大山田福祉センター
伊賀市国民健康保険阿波診療所
伊賀市国民健康保険山田診療所
大山田公民館
大山田東生活改善センター
大山田南集会所
大山田生活改善センター
大山田農村環境改善センター
大山田共同作業所
奥馬野隣保館
奥馬野教育集会所
大山田郷土資料館
大山田B&G海洋センター
大山田テニスコート
大山田産業振興センター
伊賀市東消防署大山田分署
伊賀市青山支所
青山子育て支援センター
桐ケ丘介護予防センター
伊賀市国民健康保険霧生診療所
青山公民館
老川教育集会所
青山羽根生活改善センター
上津基幹集落センター
青山郷土歴史資料室
青山児童屋内運動場（旧矢生小学校体育館）
青山北部公園運動施設
青山上津体育館
青山高尾体育館
青山博要体育館
青山上津グラウンド
青山高尾グラウンド
青山博要グラウンド
青山矢持グラウンド
市営松尾団地駐車場
青山町駅駐輪場
上津駅駐輪場

所在地

旧伊賀町

旧島ヶ原村

旧阿山町

旧大山田村

旧青山町
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施設名称
本庁舎
東小学校
西小学校
上野市養護老人ホーム恒風寮
上野市盲人ホーム
上野市中央公民館
上野市八幡町市民館
上野市下郡市民館
上野市寺田市民館※併設施設有り
上野市久米市民館
上野市木興町市民館
上野市八幡町教育集会所
上野市下郡教育集会所
上野市寺田教育集会所※併設施設有り
市街地南部地区市民センター◎公民館分館
市街地東部地区市民センター◎公民館分館
市街地西部地区市民センター◎公民館分館
上野市諏訪生活改善センター
上野市ゆめぽりすセンター
上野市労働会館
上野市農村ふれあいセンター
上野市交流研修センター
上野市市民会館
上野市文化ホール
上野市文化会館
上野市歴史民俗資料館
上野市運動公園野球場
上野市運動公園プール
上野市運動公園競技場
上野市運動公園スポーツセンター
上野市運動公園テニスコート
上野市緑ヶ丘テニスコート
上野市武道館
上野市ゆめが丘テニスコート
上野市民体育館
上野市ゆめが丘多目的広場
上野市運動公園
上野市諏訪山村広場
上野市教職員住宅
上野市営第1駐車場
上野市営第2駐車場
上野市営第3駐車場
上野市営第4駐車場
上野市営第5駐車場
上野市営第6駐車場
上野市営第7駐車場
丸之内自転車駐車場
伊賀神戸自転車等駐車場
伊賀上野駅前自転車等駐車場
上野市立図書館
上野市斎苑
上野市環境センター
上野市病時保育室（くまさんルーム）
上野総合市民病院
伊賀北部消防組合消防本部　
伊賀北部消防組合消防本部　上野消防署
伊賀北部消防組合消防本部　上野消防署丸山出張所
上野市国民健康保険諏訪診療所
本庁舎
伊賀町農業総合センター
伊賀町保健福祉センター※併設施設有り
伊賀町老人憩いの家
伊賀町壬生野福祉ふれあいセンター※併設施設有り
伊賀町希望ヶ丘生きがいセンター
伊賀町下柘植かがやきの郷
中央公民館
人権センター※併設施設有り◎公民館分館
伊賀町前川教育集会所
上村多目的集会所◎公民館分館
川東多目的集会施設
（新）
伊賀町女性センター
伊賀町立大型共同作業場
伊賀町歴史資料館
健康ふれあいセンター（伊賀町スポーツセンター管理棟）
伊賀町スポーツセンター
児童公園

新名称
伊賀市役所本庁・伊賀市上野支所
伊賀市立上野東小学校
伊賀市立上野西小学校
伊賀市養護老人ホーム恒風寮
伊賀市盲人ホーム
伊賀市中央公民館
八幡町市民館
下郡市民館
寺田市民館
久米町市民館
木興町市民館
八幡町教育集会所
下郡教育集会所
寺田教育集会所
上野南部市民センター
上野東部市民センター
上野西部市民センター
諏訪生活改善センター
伊賀市ゆめぽりすセンター
伊賀市勤労者福祉会館
伊賀市農村ふれあいセンター
伊賀上野交流研修センター
上野市民会館
上野文化ホール
伊賀市文化会館
上野歴史民俗資料館
上野運動公園野球場
上野運動公園プール
上野運動公園競技場
上野運動公園スポーツセンター
上野運動公園テニスコート
上野緑ヶ丘テニスコート
伊賀上野武道館
ゆめが丘テニスコート
上野運動公園体育館
ゆめが丘多目的広場
上野運動公園
諏訪山村広場
伊賀市教職員住宅
市営市庁舎駐車場
市営白鳳門駐車場
市営上野公園駐車場
市営東大手門駐車場
市営伊賀上野駅駐車場
市営だんじり会館駐車場
市営城北駐車場
上野丸之内駐輪場
伊賀神戸駅駐輪場
伊賀上野駅駐輪場
伊賀市上野図書館
伊賀市斎苑
伊賀市環境センター
伊賀市病時保育室
伊賀市立上野総合市民病院
伊賀市消防本部
伊賀市中消防署
伊賀市中消防署丸山分署
伊賀市国民健康保険諏訪診療所
伊賀市伊賀支所
伊賀市伊賀支所農業総合センター
いがまち保健福祉センター
柘植老人憩いの家
壬生野福祉ふれあいセンター
希望ヶ丘生きがいセンター
下柘植かがやきの郷
西柘植公民館
いがまち人権センター
まえがわ教育集会所
上村多目的集会施設
川東多目的集会所
春日丘公民館
いがまち女性センター
まえがわ共同作業所
柘植歴史民俗資料館
健康ふれあいｾﾝﾀ（ーいがまちｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ管理棟）
いがまちスポーツセンター
まえがわ児童公園

所在地

旧上野市

旧伊賀町

■市町村合併に伴い、各施設の名称を変更しました。（名称変更のない施設は省略）1313 広報いが市
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上
野
市
、
伊
賀
町
、
島
ヶ
原
村
、
阿
山
町
、
大
山
田
村
、
青
山
町
の
合

併
に
む
け
て
協
議
し
て
き
た
「
伊
賀
地
区
市
町
村
合
併
協
議
会
」
は
、
そ

の
任
務
を
終
え
、
10
月
31
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
。

最
終
の
協
議
会
と
な
っ
た
第
16
回
協
議
会
の
報
告
事
項
と
協
議
結
果
概

要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
報
告
事
項
】

■
伊
賀
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
検
討
委
員
会
の
検
討
状
況
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
新
市
に

お
い
て
も
引
き
続
き
検
討
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

■
事
務
事
業
の
調
整
結
果
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

■
要
請
書
・
要
望
書
の
受
理
に
つ

い
て
は
、
大
山
田
村
議
会
、
島

ヶ
原
村
議
会
、
青
山
町
議
会
、

三
重
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
伊

賀
支
部
か
ら
提
出
さ
れ
た
４
件

の
内
容
を
報
告
し
ま
し
た
。

■
伊
賀
市
自
治
基
本
条
例
最
終
案

が
報
告
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

■
住
民
自
治
協
議
会
へ
の
財
政
支

援
と
住
民
自
治
の
支
援
単
位
に

つ
い
て
は
、
伊
賀
市
自
治
基
本

条
例
最
終
案
に
基
づ
き
報
告

し
、
確
認
し
ま
し
た
。

■
特
別
職
及
び
議
会
議
員
の
報
酬

等
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
協
議

会
で
伊
賀
地
区
合
併
６
市
町
村

合
同
特
別
職
等
報
酬
審
議
会
か

ら
答
申
を
報
告
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
６
市
町
村
長
で
答
申
内

容
を
踏
ま
え
て
協
議
さ
れ
、
下

記
の
額
に
決
定
し
、
協
議
会
に

報
告
し
ま
し
た
。

協
議
結
果
は
、
特
別
職
の
給
料

と
伊
賀
市
議
会
議
長
、
副
議
長

及
び
旧
上
野
市
議
会
議
員
は
答

申
ど
お
り
と
し
、
旧
町
村
議
員

に
つ
い
て
は
市
議
会
議
員
と
し

て
活
動
す
る
こ
と
で
、
大
幅
に

本
議
会
等
、
審
議
の
日
数
が
増

え
る
こ
と
か
ら
旧
町
村
の
議
員

報
酬
に
各
３
万
円
を
加
算
す
る

こ
と
に
決
定
し
、
協
議
会
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

■
伊
賀
市
長
職
務
執
行
者
に
は
６

市
町
村
長
間
で
垂
井
　
正
氏

（
旧
伊
賀
町
長
）
を
選
任
し
た

こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

【
協
議
事
項
】

■
伊
賀
市
自
治
基
本
条
例
の
取
扱

い
に
つ
い
て

最
終
案
が
了
承
さ
れ
た
「
伊
賀

市
自
治
基
本
条
例
」
に
は
、
伊
賀

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る

住
民
活
動
の
し
く
み
と
議
会
、
行

政
の
役
割
と
責
務
な
ど
が
規
定
さ

れ
て
お
り
、
現
在
各
地
域
で
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
住
民
自
治
協

議
会
の
設
立
や
活
動
の
基
礎
と
な

る
条
例
で
あ
る
た
め
、
そ
の
条
例

制
定
を
11
月
１
日
で
専
決
処
分

し
、
同
日
施
行
す
べ
き
か
新
市
発

足
後
新
市
の
議
会
へ
提
案
す
る
べ

き
か
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し

た
。協

議
の
結
果
、
伊
賀
市
の
憲
法

と
も
な
る
重
要
な
条
例
で
あ
る
た

め
、
新
市
に
お
い
て
議
会
で
充
分

審
議
す
る
こ
と
が
必
要
と
の
判
断

か
ら
議
会
と
協
議
し
、
早
期
に
議

会
へ
提
案
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
、
会
議
の
内
容
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

(
http://w

w
w
.iga-gappei,jp/

)

伊
賀
地
区
市
町
村
合
併
協
議
会
最
終
報
告

議会議長
副議長
議員（旧上野市議会議員）
（旧伊賀町議会議員）
（旧島ケ原村議会議員）
（旧阿山町会議員）
（旧大山田村議会議員）
（旧青山町議会議員）

報酬月額
530,000円
467,000円
423,000円
292,000円
245,000円
292,000円
260,000円
290,000円

12月期末手当
2.10
2.10
2.10
2.15
2.15
2.15
2.30
2.30

加算
20％
20％
20％
20％
20％
20％
20％
20％

市議会議員の報酬額等（平成16年11月1日～平成17年3月31日）

市長
助役
収入役

教育長

水道事業管理者

市長職務執行者

給料月額
996,000円
772,000円
684,000円

656,000円

614,000円

996,000円

12月期末手当
2.30
2.30
2.30
2.30

勤勉手当含む
2.30

2.30

加算
20％
20％
20％

20％

20％

20％
在職期間割合
100分の30

特別職の報酬額等（平成16年11月1日～平成17年3月31日）

（注）12月期末手当は基準日（12月1日）に在職する特別職に限られるが、その1カ月
以内の退職者も支給対象となり在職期間割合100分の30を乗じて支給される。

伊
賀
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

検
討
委
員
会

中
間
報
告

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集

検
討
委
員
会
で
は
、
伊
賀
市
長

に
、
今
後
設
置
さ
れ
る
伊
賀
市
市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

の
あ
り
方
に
つ
い
て
提
言
す
る
た

め
、
６
回
の
検
討
委
員
会
を
開
催

し
、
中
間
報
告
を
取
り
ま
と
め
ま

し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
覧
い

た
だ
き
、
よ
り
充
実
し
た
提
言
と

す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
（
ご
意
見
）
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

11
月
15
日（
月
）〜
12
月
６
日（
月
）

【
募
集
内
容
】

「
伊
賀
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
検
討
　
中
間
報
告
」

【
閲
覧
方
法
】

伊
賀
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w
w
.city.iga.lg.jp)

本
庁
生
活
環
境
部
市
民
生
活
課

及
び
各
支
所
生
活
環
境
課

【
提
出
方
法
】

郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・

持
参
の
い
ず
れ
か
。(

住
所
・
氏

名
・
連
絡
先)

【
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
５
１
８
・
８
５
０
１

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
６
番
地

市
民
生
活
課
市
民
活
動
推
進
係

22
・
９
６
３
９

22
・
９
６
４
１

E
-m
ail
:shim

in@
city.iga.lg.jp
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伊賀市の図書サービスは、図書館が１カ所、図書室が5カ所で実施します。
図書館、各図書室の図書貸出対象者は、 伊賀市および名張市に在住している人、 伊賀市に通勤または通学し
ている人、 近隣の市町村に在住している人です。

名称・住所・電話番号

（伊賀市上野丸之内40番地の5）
21-6868

（伊賀市下柘植6243番地
［ふるさと会館いが内］）

45-9122

（伊賀市島ヶ原4739番地
［島ヶ原会館内］）

59-2058

（伊賀市川合3376番地の7
［阿山Ｂ＆Ｇ海洋センター内］）

43-0154

（伊賀市平田650番地の１［大
山田農村環境改善センター内］）

47-0009

（伊賀市阿保1411番地
［青山公民館内］）

52-1110

開館時間
午前9時～午後5時
（5月～10月までの
毎週土曜日と7月21
日～8月31日は、午
前9時～午後6時）

午前8時30分～
午後5時

午前8時30分～午後
5時15分（月～金曜
日）午前9時～午後
3時（土曜日）

午前9時～午後5時

午前8時30分～午後
5時　（火～金曜日）
午前8時30分～正午

（土曜日）
午前9時～午後5時

（火～金曜日）
午前10時～午後3時

（土、日曜日

休館日
毎週月曜日、図書整理日（毎
月月末、8月は9月1日、12月
は27日）特別図書整理期間（5
月2週間、10月1週間）、年末
年始（12月28日～1月4日）

毎週月曜日、毎月第2火曜日、
会館が有料で利用される日、
年末年始（12月28日～1月4日）

日曜日、国民の休日、年末年
始（12月29日～1月3日）

毎週日曜日、国民の休日、年
末年始（12月29日～1月3日）

毎週日曜日、毎週月曜日、国
民の休日、年末年始（12月28
日～1月4日）

月曜日、国民の休日、年末年
始（12月29日～1月3日）

貸出冊数

図書8冊以内
＊紙芝居4点
以内を含む

図書5冊以内

図書5冊以内

図書5冊以内

図書5冊以内

図書5冊以内

貸出期間

15日以内

15日以内
＊移動図
書館は
１カ月

15日以内

15日以内

15日以内

15日以内

伊賀市上野
図書館主催
「おはなしの会」

伊賀市西柘植公民館
図書室主催
「絵本の時間」

伊賀市青山公民館
図書室主催
「おはなしの会」

毎月第2土曜日
午後2時～（年少対象）
毎月第4土曜日
午後2時～（年長対象）

毎月第1水曜日
午前10時～11時

毎月第4土曜日
午後2時～3時

伊賀市上野図書館
2階視聴覚室

ふるさと会館いが
小ホール

青山公民館図書室
※幼児を対象に絵本や紙芝居の読み聞かせをボ
ランティアの協力をで実施しています。お近
くの図書館、図書室へおでかけください。
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伊
賀
市
長
選
挙
が
11
月
14
日

に
告
示
さ
れ
、
11
月
21
日

に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
市
政
を
任
せ
る
人
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
よ
く
考
え
て
悔
い
の
な
い
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

投
票
所
の
入
場
券
は
、“
圧
着

郵
便
は
が
き
”で
お
届
け
し
ま
す
。

住
所
、
氏
名
な
ど
を
お
確
か
め
く

だ
さ
い
。

な
お
、
投
票
日
に
は
、
お
届
け

し
た
は
が
き
を
切
り
離
し
、
自
分

の
入
場
券
を
持
っ
て
投
票
所
へ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

は
が
き
は
、
遅
く
と
も
投
票
日

の
２
日
前
ま
で
に
は
届
く
よ
う
に

お
送
り
し
ま
す
が
、
届
か
な
い
と

き
や
万
が
一
、
入
場
券
を
紛
失
さ

れ
た
場
合
は
、
投
票
所
の
係
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
ご
本
人
で

あ
る
こ
と
を
確
認
の
う
え
、
投
票

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

投
票
は
、
投
票
日
に
有
権
者
が

投
票
所
に
行
っ
て
、
自
分
で
候
補

者
の
氏
名
を
書
い
て
投
票
す
る
の

が
原
則
で
す
。
し
か
し
、
や
む
を

得
な
い
特
別
の
事
情
に
よ
り
、
投

票
日
に
自
分
で
投
票
で
き
な
い
方

の
た
め
に
、
期
日
前
投
票
・
不
在

者
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
期
日
前
投
票
制
度
■

投
票
日
の
当
日
、仕
事
や
旅
行
、

出
産
予
定
な
ど
、
や
む
を
得
な
い

事
情
で
投
票
所
に
行
け
な
い
方

は
、
期
日
前
投
票
に
よ
っ
て
投
票

を
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間
や

場
所
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
入

場
券
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。な

お
、
指
定
病
院
、
指
定
老
人

ホ
ー
ム
、
国
立
療
養
所
な
ど
の
施

設
に
入
院
、
入
所
中
の
方
は
、
そ

の
施
設
で
〔
不
在
者
投
票
〕
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

伊伊
賀賀
市市
長長
選選
挙挙
はは
1111
月月
2211
日日
（（
日日
））

期日前投票所

上野支所　北庁舎1階第11会議室

伊賀支所　いがまち女性センター

島ヶ原支所　1階応接室

阿山支所　1階ロビー

大山田支所　相談室

青山支所　青山公民館ロビー

投票時間

午前8時30分～午後8時

午前8時30分～午後7時

午前8時30分～午後7時

午前8時30分～午後7時

午前8時30分～午後7時

午前8時30分～午後7時

■期日前投票所　11月15日（月）～20日（土）

※期日前投票は、投票所の指定がありません。

ご都合の良い投票所で投票してください。

【問い合わせ】 伊賀市選挙管理委員会事務局　 22-9601

入
場
券
を

お
確
か
め
く
だ
さ
い

や
む
を
得
ず

当
日
投
票
で
き
な
い

方
は
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投票区
上野第　１
上野第　２
上野第　３
上野第　４
上野第　５
上野第　６
上野第　７
上野第　８
上野第　９
上野第１０
上野第１１
上野第１２
上野第１３
上野第１４
上野第１５
上野第１６
上野第１７
上野第１８
上野第１９
上野第２０
上野第２１
上野第２２
上野第２３
上野第２４
上野第２５
上野第２６
上野第２７
上野第２８
上野第２９
上野第３０
上野第３１
上野第３２
上野第３３
上野第３４
上野第３５
上野第３６
上野第３７
上野第３８
伊賀第　１
伊賀第　２
伊賀第　３
伊賀第　４
伊賀第　５
伊賀第　６
伊賀第　７
伊賀第　８
伊賀第　９
伊賀第１０
伊賀第１１
伊賀第１２
伊賀第１３
伊賀第１４
伊賀第１５
伊賀第１６

投票所
崇広中学校多目的教室
伊賀市中央公民館
車坂町集議所
農人町集議所
東小学校体育館
緑ヶ丘中学校体育館
みどり第２保育園
上野南部地区市民センター
上野西部地区市民センター
ふたば幼稚園
愛宕町集議所
新居地区市民センター
東高倉公民館
久米地区市民センター
八幡町教育集会所
三田地区市民センター
花之木地区市民センター
長田地区市民センター
小田地区市民センター
府中地区市民センター
佐那具町コミュニティセンター
猪田地区市民センター
友生地区市民センター
蓮池公民館
中瀬小学校体育館
花垣地区市民センター
大滝福祉会館
白樫公民館
治田総合庁舎
依那古地区市民センター
依那古第２保育所
比自岐地区市民センター
諏訪地区市民センター
神戸地区市民センター
比土公民館
きじが台集会所
古山地区市民センター
ゆめぽりすセンター
新堂公民館
小林集議所
下町区コミュニティセンター
柘植老人憩いの家
中柘植集落センター
上村多目的集会施設
小杉区高齢者等活性化センター
下柘植かがやきの郷
愛田公民館
山畑農事集会所
希望が丘生きがいセンター
川東多目的集会所
川西公民館
西之澤農事集会所
柏野公民館
御代多目的集会所

投票区
島ヶ原第１
島ヶ原第２
島ヶ原第３
島ヶ原第４
阿山第　１
阿山第　２
阿山第　３
阿山第　４
阿山第　５
阿山第　６
阿山第　７
阿山第　８
阿山第　９
阿山第１０
阿山第１１
大山田第　１
大山田第　２
大山田第　３
大山田第　４
大山田第　５
大山田第　６
大山田第　７
大山田第　８　
大山田第　９
大山田第１０
大山田第１１
青山第　１
青山第　２
青山第　３
青山第　４
青山第　５
青山第　６
青山第　７
青山第　８
青山第　９
青山第１０
青山第１１
青山第１２
青山第１３
青山第１４
青山第１５
青山第１６
青山第１７
青山第１８
青山第１９

投票所
正月堂客殿
町クラブ
川南公民館
中矢クラブ
川合公民館
波敷野公民館
石川集落センター
あやま保育所
鞆田地区いきいきセンター
ともだ保育所
玉滝内保高齢者活動センター
槙山多目的集会施設
丸柱山村活性化支援センター
音羽生活改善センター
阿山ハイツ多目的集会施設
大山田支所
山田北農事研修センター
炊村集落センター
大沢小規模集会所
真泥集落センター
生活改善センター
奥馬野集会所
坂下公民館
須原小規模集会所
猿野公民館
平松構造改善センター
青山公民館
別府集議所
青山羽根生活改善センター
上津コミュニティセンター
上津地区市民センター
妙楽地生活改善センター
博要介護予防センター
上高尾生活改善センター
原池集議所
青山文化センター
川上集会所
霧生農民研修センター
腰山コミュニティセンター
諸木公民館
福川公民館
奥鹿野公民館
古田集議所
青山中学校体育館
桐ヶ丘多目的集会施設

※選挙当日は、指定された投票所で投票してください。

投票時間は、午前7時から午後7時までです。

ただし、大山田第８投票区坂下公民館は

午前7時から午後6時までです。

■選挙当日の投票所　11月21日（日）
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■
火
災
に
対
す
る

備
え
は
大
丈
夫
？

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
暖
房
器

具
等
を
取
り
扱
う
機
会
が
多
く
な

り
、
風
が
強
く
空
気
も
乾
燥
す
る

た
め
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時

期
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
貴
重
な
生
命
や
財
産

を
一
瞬
の
う
ち
に
奪
っ
て
し
ま
う

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
普
段
の

生
活
の
中
か
ら
「
火
の
用
心
」
に

心
掛
け
、
火
の
取
扱
い
に
十
分
注

意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

②
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
災
製
品
を
使
用

す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

■
消
火
器
の
訪
問
点
検
に
ご
注
意

消
火
器
の
訪
問
点
検
に
よ
る
被

害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

不
適
切
な
点
検
を
行
う
業
者
の

手
口
は
巧
妙
で
、
不
当
に
高
い
点

検
手
数
料
を
請
求
す
る
等
の
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
次
の

点
を
確
認
し
、
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

【
一
般
住
宅
】

も
し
も
の
時
の
た
め
に
、
住
宅

用
消
火
器
の
設
置
を
お
勧
め
し
て

い
ま
す
が
、
法
律
で
は
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

「
点
検
の
時
期
や
薬
剤
交
換
の

時
期
が
過
ぎ
て
い
る
」
等
と
い
う

紛
ら
わ
し
い
言
葉
に
は
、
は
っ
き

り
と
拒
否
し
ま
し
ょ
う
。

【
事
業
所
等
】

①
業
者
が
訪
問
し
た
際
、
身
分
証

明
の
提
示
を
求
め
、
正
規
の
契

市市市市民民民民のののの生生生生命命命命と
安安安安全全全全を守る

秋秋
のの
全全
国国
火火
災災
予予
防防
運運
動動

11
月
９
日
〜
15
日

約
業
者
で
あ
る
か
確
認
す
る
。

②
あ
や
し
い
と
思
っ
た
ら
、
は
っ

き
り
と
断
る
。

③
契
約
書
等
に
は
、
不
用
意
に
署

名
・
捺
印
し
な
い
。

④
従
業
員
や
社
員
に
訪
問
点
検
業

者
の
存
在
や
手
口
を
伝
え
、
周

知
徹
底
す
る
。

【
問
い
合
わ
せ
】

伊
賀
市
消
防
本
部
予
防
課

24
・
９
１
０
５

伊
賀
南
部
消
防
組
合
青
山
消
防
署

52
・
１
１
５
１

家庭や職場からの１１９番通報は、

なるべく一般電話で

携帯電話からの通報は、必ず市町村名を

早く消防車や救急車が現場に向うために、あなたの正確な通報が必要
です。そのためには慌てず、落ち着いてお話しください。
火事ですか？救急ですか？
『火事です』または『救急です』
場所はどこですか？
住所、氏名、目標物を正確に伝える
※【○○町○丁目○番地】※【○○アパート○棟○○号室】
※【氏名】※【目標物】
どうされましたか？
詳しい状況、状態をはっきりと伝える
※【○○マンション○階○○号室です】
※【交通事故です。○○と○○の衝突事故で怪我人が○人います、そ
のうち、○名が車内に閉じ込められています。（挟まれています）】

※【○○が倒れて意識がありません。（呼吸が感じられません）】
最後にあなたの氏名と、おかけの電話（公衆）番号をお聞かせください。
以上が119番通報要領です。119番は緊急通報回線ですので正しい利

用をお願いします。病院等のお問い合わせは医療情報センター 24-
1199または 64-1199（旧青山町の方）へお願いします。
なお、ご家庭のパソコンからでもご覧いただくことができますので、

ぜひご利用ください。
http://www.qq.pref.mie.jp/  (携帯電話からhttp://www.qq.pref.mie.jp/k/)
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国際連合は、1948（昭和23）年世界人権宣言が採択された12月10日を「人権デー」と定め、すべ
ての加盟国にこれを記念する行事を実施するよう呼びかけています。
法務省と全国人権擁護委員連合会は、この「人権デー」を最終日とする一週間（12月4日から10日
まで）を「人権週間」と定め、人権尊重思想の普及高揚のための啓発活動を全国的に展開しています。
皆さんも、この機会に人権について考えてみましょう。
伊賀市では、各支所において、講演会やパネル展等を計画しています。お近くの催しにぜひ参加

してみましょう。
『第56回人権週間』強調事項
◎育てよう　一人一人の　人権意識 ～身近なことから人権を考えてみませんか～
◎あらゆる差別意識を解消しよう
◎子どもの人権をかがやかそう　～子どもに笑顔とよろこびを～
◎男女共同参画社会をめざそう

担　当

上野支所

上野支所
島ヶ原支所

伊賀支所

阿山支所

大山田支所

青山支所

行事名

人権を考えるパネル展

人権を考える
市民の集い

人権フェスティバル

差別をなくす
いがまちのつどい

人権フェスティバル

人権展

人権フェスティバル

人権問題に関する
村民意識調査報告会
ライトピアおおやまだ
人権大学第7講座

人権のつどい

人権ポスター・
パネル展

内　　容

人権啓発ポスター・標語展
「医療（ハンセン病）と患者の人権」パネル展
人権作品表彰式
公演 結　純子ひとり芝居

「地面の底がぬけたんです」
～あるハンセン病患者の不屈の生涯～

講演「心の手足」～母を語る～
中村　富子さん　　

講演「みんなちがって、みんないい」
～私が出会った世界の女性たち～

高嶋　紀子さん　
人権ポスター・標語表彰式
人権トーク＆コンサート

むかい治英さん

人権ポスター・標語の展示

人権標語・作文・ポスター表彰式
人権コンサート
新井　英一さん　ライブ

講師 江嶋　修作さん

講師 奥田　均さん

映画「『学び座』ソーランの歌が聞こえる」
踊り 南中ソーラン
講演「子どもたちに夢と希望を」
北海道教育振興常務理事

大久保　慧さん

人権ポスター・標語の展示

開催日時

12月1日 ～6日
10：00～21：00

12月4日
13：30～16：30

11月26日
13：00～16：30

12月3日
19：30～21：30

12月5日

11月19日
19：00～21：30

11月26日
19：30～21：00
12月10日
19：30～21：00

12月4日
13：30～16：30

12月4日 ～10日

開催場所

アピタ伊賀上野店
1階・2階

伊賀市文化会館

ふるさと会館いが

阿山保健福祉
センター

大山田農村
環境改善センター

ライトピア
おおやまだ

青山ホール

青山公民館ロビー

【問い合わせ】上野支所人権政策推進課 22-9630 伊賀支所人権政策推進課 45-9108 島ヶ原支所人権政策推進室 59-2152
阿山支所人権政策推進課 43-0334 大山田支所人権政策推進課 46-0140 青山支所人権政策推進課 52-3232
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寝
た
き
り
高
齢
者
等
福
祉
手
当
　
重
度
障
害
者
福
祉
手
当
　
重
度
障
害
児
福
祉
手
当

対　象　者

65歳以上の在宅者で、次のいずれかの状態が６カ月以上継続している方。
介護保険の要介護度４または５の状態
知的機能低下のため判断が不十分な重度の痴呆性の状態
なお、特別障害者手当を受給されている方、伊賀市重度障害者福祉手当

を受給されている方は申請できません。

次のいずれかに該当する在宅の方で、常時臥床または外出不可能な状態に
あり、日常生活において親族等の介護を必要とする20歳以上の方の保護者。
身体障害者手帳１級、２級または３級
療育手帳ＡまたはＢ（中度）
精神障害者保健福祉手帳１級
なお、特別障害者手当を受給されている方、伊賀市寝たきり高齢者等福

祉手当を受給されている方は申請できません。

次のいずれかに該当する３歳以上20歳未満の方の保護者。
身体障害者手帳１級、２級または３級
療育手帳ＡまたはＢ（中度）
精神障害者保健福祉手帳１級
なお、障害児福祉手当を受給されている方は申請できません。

支給額

月額3,000円
10月と4月に
支給

月額3,000円
10月と4月に
支給

月額5,000円
10月と4月に
支給

必要なもの

要介護度４～５の方
申請書、介護保険証の
写し、印鑑
重度の痴呆性の状態

の方
申請書、痴呆状態アセ
スメント票、印鑑

申請書、身体障害者手
帳または療育手帳また
は精神障害者保健福祉
手帳、印鑑

申請書、身体障害者手
帳または療育手帳また
は精神障害者保健福祉
手帳、印鑑

福祉手当制度について福祉手当制度について

【問い合わせ】上野支所健康福祉課 22-9656 伊賀支所健康福祉課 45-1016 島ヶ原支所健康福祉課 59-2163

阿山支所健康福祉課 43-9711 大山田支所健康福祉課 47-1151 青山支所健康福祉課 52-3228

合併後の、福祉手当制度は下記のとおりですのでお知らせします。

明
日
に
向
か
っ
て
〜
差
別
を
な
く
し
て
い
く
た
め
に
〜

■
子
ど
も
と
の
関
わ
り
と
人
権

最
近
、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
く
な
っ
た
と

言
わ
れ
ま
す
。
初
め
て
会
う
人
と

話
を
し
、
理
解
し
て
も
ら
う
。
大

勢
の
人
を
前
に
し
て
自
分
の
気
持

ち
を
伝
え
る
時
の
様
な
人
と
の
関

わ
り
の
中
で
、
思
い
が
し
っ
か
り

伝
わ
っ
た
時
の
嬉
し
さ
は
大
変
大

き
な
も
の
で
す
。

大
人
は
、
子
ど
も
と
向
き
合
っ

て
そ
の
子
ど
も
の
思
い
に
ど
れ
だ

け
深
く
共
感
で
き
る
か
が
問
わ
れ

ま
す
。

子
ど
も
は
本
来
、
あ
り
の
ま
ま

の
自
分
を
受
け
入
れ
て
ほ
し
い
と

思
う
気
持
ち
を
持
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
気
持
ち
を
理
解
す
る

た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
本
音
で

語
り
合
え
る
関
係
で
す
。つ
ま
り
、

喜
怒
哀
楽
を
共
有
す
る
こ
と
の
で

き
る
人
と
人
と
の
関
わ
り
な
の
で

す
。
そ
の
関
わ
り
を
持
つ
た
め
に

は
、
子
ど
も
の
目
線
に
合
わ
せ
、

子
ど
も
と
接
す
る
こ
と
で
す
。
そ

う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も

も
自
ら
心
を
開
き
、
安
心
し
て
人

を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
こ
の
よ
う
に
「
安
心
し
て
人

を
信
じ
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
基

本
的
人
権
の
一
つ
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
出
会
う

と
き
、
ふ
と
頭
に
浮
か
ぶ
こ
と
が

あ
り
ま
す
。「
子
ど
も
た
ち
が
か

わ
い
い
の
は
万
国
共
通
。」
し
か

し
、
世
の
中
に
は
貧
困
や
戦
争
、

人
権
侵
害
、
差
別
等
が
い
ま
だ
に

残
り
、
ま
た
新
た
に
生
じ
て
い
ま

す
。私

た
ち
大
人
か
ら
子
ど
も
た
ち

に
引
き
継
ぐ
べ
き
も
の
は
、
相
手

を
信
じ
認
め
合
う
、
人
権
を
尊
重

す
る
気
持
ち
で
す
。

ま
た
、
人
は
誰
も
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
、
幸
せ
に
生
き
る
権
利

（
人
権
）
を
持
っ
て
い
ま
す
。

差
別
は
い
け
な
い
こ
と
と
分
か

っ
て
い
て
も
、
日
常
生
活
の
中
で

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
差
別

を
見
過
ご
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
し

た
自
分
自
身
に
気
づ
き
、
差
別
に

対
し
て
怒
り
を
持
て
る
よ
う
に
、

一
人
ひ
と
り
が
身
近
な
こ
と
か
ら

変
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
人

権
問
題
を
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

自
ら
の
課
題
と
し
て
自
覚
し
、
人

権
意
識
が
高
ま
っ
て
い
く
よ
う
、

講
演
会
等
を
通
じ
て
、
効
果
的
に

展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）
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上野地区
市県民税（3期）
国民健康保険税（6期）
伊賀地区
国民健康保険税（8期）
島ヶ原地区
市税等（7期・11月分）
阿山地区
国民健康保険税（4期）
大山田地区
国民健康保険税（7期）
青山地区
国民健康保険税（8期）

納期限
11月30日（火）

こ
れ
ま
で
、
農
業
所
得
の
申
告

に
用
い
ら
れ
て
き
た
農
業
所
得
標

準
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

露
地
野
菜
、
花
き
、
果
樹
、
茶

畑
な
ど
の
畑
作
物
は
平
成
16
年
分

の
確
定
申
告
か
ら
、
水
稲
や
転
作

田
に
つ
い
て
は
平
成
18
年
分
の
確

定
申
告
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
廃
止
さ
れ

ま
す
。

農
業
所
得
の
計
算
は
、
収
入
金

額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
く

「
収
支
計
算
」
が
原
則
で
す
。

出
荷
伝
票
な
ど
収
入
金
額
の
分

か
る
書
類
と
、
領
収
書
な
ど
必
要

経
費
の
分
か
る
書
類
を
保
存
し
、

ノ
ー
ト
な
ど
に
記
録
い
た
だ
け
れ

ば
、
比
較
的
簡
単
に
「
収
支
計
算
」

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

農
業
所
得
標
準
が
廃
止
さ

れ
ま
す
　
〜
農
業
所
得
の

申
告
は
収
支
計
算
で
〜

本
庁
税
務
課

1111月は全国青少年月は全国青少年
健全育成協調月間です健全育成協調月間です
◎青少年の育成は、大人一人
ひとりの責務
◎家庭のあり方をふり返ろう
◎青少年の多様な社会参加活
動を支えよう
次代を担う青少年が心身と

もに健やかに成長していくこ
とは、すべての国民の願いで
す。全国青少年健全育成強調
月間に際し、改めて青少年に
ついて深く考えてみましょう。
また、家庭や学校、企業、

地域社会、行政などが一体と
なって青少年の健全育成に取
り組みましょう。

教育委員会生涯学習課
22-9679

【
問
い
合
わ
せ
】

上
野
税
務
署

21
・
０
９
５
０

伊
賀
市
役
所
税
務
課
市
民
税
係

22
・
９
６
１
３

伊
賀
市
で
は
、
平
成
16
年
分
の

所
得
税
確
定
申
告
及
び
市
県
民
税

申
告
相
談
を
伊
賀
市
役
所
、
上
野

税
務
署
、
三
重
県
税
事
務
所
の
合

同
で
行
い
ま
す
。

会
場
が
変
更
と
な
る
こ
と
に
よ

り
、
納
税
者
の
皆
様
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

相
談
日
程
等
の
詳
細
は
、
次
号

以
降
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

【
合
同
相
談
会
場
】

伊
賀
市
地
域
交
流
施
設

平
成
17
年
か
ら

税
の
申
告
相
談
は

ゆ
め
ぽ
り
す
セ
ン
タ
ー
で

本
庁
税
務
課

伊
賀
市
ゆ
め
ぽ
り
す
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
め
が
丘
一
丁
目
１
番
地
の
４
）

【
問
い
合
わ
せ
】

税
務
課
市
民
税
係22

・
９
６
１
３

【
入
園
資
格
】

入
園
申
込
日
現
在
、
伊
賀
市
内

在
住
の
次
の
幼
児

（
応
募
者
数
が
募
集
人
数
に
満
た

な
い
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
）

一
年
保
育

平
成
11
年
４
月
２
日
〜

平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ

二
年
保
育

平
成
12
年
４
月
２
日
〜

平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ

三
年
保
育

平
成
13
年
４
月
２
日
〜

平
成
14
年
４
月
１
日
生
ま
れ

【
受
付
期
間
と
申
し
込
み
】

11
月
11
日

〜
30
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

入
園
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
住
民
票
を
添
え
て
入
園

希
望
の
幼
稚
園
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

【
保
育
料
】
月
額
５
９
０
０
円

市
立
幼
稚
園
に
来
年
４
月
か
ら

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に

よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
幼
稚
園
と
募
集
定
員
】

ふ
た
ば
幼
稚
園
（
紺
屋
町
）

21
・
０
０
８
７

一
年
保
育
（
５
歳
児
）
39
人

二
年
保
育
（
４
歳
児
）
50
人

三
年
保
育
（
３
歳
児
）
20
人

し
ろ
は
と
幼
稚
園
（
伊
予
町
）

21
・
０
１
９
０

一
年
保
育
（
５
歳
児
）
40
人

二
年
保
育
（
４
歳
児
）
70
人

そ
の
他
に
、
諸
費
２
０
０
０
〜

３
０
０
０
円
が
必
要

【
そ
の
他
】

入
園
希
望
者
が
募
集
人
数
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
学
級
編
成
上
、
両
園
間
で

人
数
の
調
整
を
行
う
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

入
園
が
確
定
さ
れ
た
方
は
、
入

園
前
に
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

22
・
９
６
７
７
　

平
成
17
年
度

幼
稚
園
入
園
者
募
集

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

INFORMATIONINFORMATION

Iga City Office
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万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
て
三

重
県
交
通
災
害
共
済
に
加
入
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

【
掛
け
金
】
一
人
　
３
７
５
円

【
共
済
期
間
】

平
成
17
年
１
月
１
日
〜

９
月
30
日

※
平
成
17
年
10
月
か
ら
伊
賀
市
で

共
済
期
間
を
統
一
す
る
た
め
、
右

記
の
期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
給
付
額
】

最
高
１
２
０
万
円

【
給
付
要
件
】

一
般
道
路
で
の
交
通
事
故
に
よ

り
７
日
以
上
通
院
ま
た
は
入
院
さ

れ
た
時
に
、
申
請
に
よ
り
見
舞
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

伊
賀
支
所
生
活
環
境
課

45
・
９
１
０
４

青
山
支
所
生
活
環
境
課

52
・
３
２
２
７

旧
上
野
市
域
以
外
の
建
築
確
認

事
務
は
、
従
来
は
県
が
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
合
併
に
伴
い
建
築
確

認
事
務
の
一
部
（
木
造
住
宅
等
）

を
伊
賀
市
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
伊
賀
市
と
し
て
の
取
り

扱
い
事
務
の
範
囲
は
従
来
ど
お
り

で
す
。

伊
賀
市
内
に
建
築
す
る
建
築
物

の
確
認
申
請
等
の
受
付
・
受
領
窓

口
は
伊
賀
市
各
支
所
で
行
い
、
審

査
業
務
は
建
設
部
事
業
調
整
課
建

築
指
導
審
査
室
（
伊
賀
市
役
所
北

庁
舎
３
階
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
確
認
申
請
手
数
料
は
市
取

り
扱
い
分
は
現
金
で
納
付
、
県
取

り
扱
い
分
は
三
重
県
証
紙
を
添
付

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

事
業
調
整
課
建
築
指
導
審
査
室

22
・
９
８
３
２
　

建
築
確
認
事
務
（
一
部
）

伊
賀
市
内
全
域
に

本
庁
事
業
調
整
課
建
築
審
査
室

視
覚
障
害
者
お
よ
び
全
身
性
障

害
者
の
外
出
時
の
移
動
介
護
等
に

必
要
な
知
識
、
技
能
を
有
す
る
ガ

イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

【
と
　
き
】

12
月
16
日

17
日

・・
18
日

【
と
こ
ろ
】

三
重
県
身
体
障
害
者
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
津
市
）

【
研
修
課
程
・
テ
キ
ス
ト
代

・
対
象
者
・
時
間
】

視
覚
障
害
者
移
動
介
護
従
事
者

養
成
研
修
課
程

テ
キ
ス
ト
代
　
２
６
２
５
円

ア
イ
マ
ク
ス
代
　
２
６
０
円

Ａ
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

１
・
２
級
課
程
修
了
者
お
よ
び

介
護
福
祉
士
等
　
研
修
12
時
間

全
身
性
障
害
者
移
動
介
護
従
事

者
養
成
研
修
課
程

テ
キ
ス
ト
代
　
３
１
５
０
円

Ａ
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

１
・
２
級
課
程
修
了
者
お
よ
び

介
護
福
祉
士
等
　
研
修
10
時
間

【
募
集
定
員
】

視
覚
障
害
者
移
動
介
護
従
事
者

養
成
研
修
課
程

50
人

全
身
性
障
害
者
移
動
介
護
従
事

者
養
成
研
修
課
程

50
人

（
定
員
を
越
え
た
場
合
は
抽
選
）

【
申
込
期
間
】

11
月
17
日

〜
11
月
24
日

【
申
込
先
】

各
支
所
健
康
福
祉
課

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
県
身
体
障
害
者

三
重
県
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ

ー
養
成
研
修
会
受
講
者

募
集

本
庁
福
祉
政
策
課

福
祉
連
合
会

０
５
９
・
２
３
２
・
６
８
０
３

０
５
９
・
２
３
１
・
７
１
８
２

三
重
県
交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

伊
賀
支
所
生
活
環
境
課

青
山
支
所
生
活
環
境
課

な
た
の
家
族
を
支
え
る
遺
族
基
礎

年
金
が
あ
り
ま
す
。

★
『
年
金
額
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
』

物
価
が
上
が
っ
て
も
年
金
の
価

値
が
下
が
ら
な
い
よ
う
に
、
物
価

の
上
昇
に
応
じ
て
年
金
額
も
自
動

的
に
増
え
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
将
来
に
わ
た
っ
て
実
質

的
な
価
値
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

★
『
税
制
上
の
優
遇
』

納
め
た
年
金
保
険
料
は
、「
社

会
保
険
料
控
除
」の
対
象
に
な
り
、

ま
た
、
受
け
取
る
年
金
も
「
公
的

年
金
等
控
除
」
の
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
。

★
『
３
分
の
１
の
国
庫
負
担
』

基
礎
年
金
と
し
て
支
払
う
費
用

の
う
ち
、
３
分
の
１
を
国
が
負
担

し
て
い
ま
す
。

★
『
国
の
運
営
』

長
期
に
わ
た
っ
て
健
全
で
安
定

的
な
制
度
と
す
る
た
め
、
少
な
く

と
も
５
年
に
一
度
、
財
政
運
営
や

制
度
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
国

が
責
任
を
持
っ
て
運
営
し
て
い
ま

す
。

★
『
公
的
年
金
の
役
割
』

公
的
年
金
制
度
は
、
自
分
の
老

後
の
支
え
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
親
の
老
後
を
経
済
的

に
支
え
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
重
要
な
こ
と
で
す
。

み
ん
な
で
保
険
料
を
出
し
合
っ

て
、
親
の
世
代
の
人
た
ち
の
老
後

生
活
を
支
え
合
う
。
そ
し
て
、
自

分
達
が
高
齢
者
に
な
っ
た
と
き
に

は
、
子
の
世
代
が
保
険
料
を
出
し

合
っ
て
自
分
た
ち
の
老
後
生
活
を

支
え
て
く
れ
る
。
そ
う
し
た
世
代

間
扶
養
の
仕
組
み
に
全
て
の
人
が

加
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
的

年
金
制
度
は
将
来
に
わ
た
っ
て
安

定
に
維
持
さ
れ
る
の
で
す
。

★
『
生
涯
保
障
』

老
齢
基
礎
年
金
は
、
受
け
始
め

て
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
生
涯
支
給

さ
れ
る
た
め
、
安
心
し
て
老
後
が

過
ご
せ
ま
す
。

★
『
３
つ
の
年
金
』

国
民
年
金
に
は
、
老
後
の
生
活

の
支
え
と
な
る
老
齢
基
礎
年
金
の

ほ
か
に
、
思
わ
ぬ
ケ
ガ
や
病
気
で

障
害
者
に
な
っ
た
と
き
の
障
害
基

礎
年
金
や
、
一
家
の
働
き
手
を
失

っ
た
と
き
な
ど
に
あ
な
た
や
、
あ

【問い合わせ】 本庁健康保険政策課保険年金係 22-9659

国
民
年
金
の
は
な
し

明
日
の
あ
な
た
を
考
え
て
…
年
金
は
あ
な
た
が
主
人
公
で
す

11
月
は
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
で
す
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こ
の
国
土
調
査
は
、
そ
の
成
果

に
よ
り
現
在
の
登
記
簿
を
修
正

し
、
新
し
い
公
図
を
作
成
す
る
重

要
な
事
業
で
す
。

調
査
区
域
内
（
左
図
参
照
）
で

は
、土
地
所
有
者
の
協
力
を
得
て
、

11
月
１
日
か
ら
、
土
地
の
境
界
線

を
調
査
す
る
た
め
、
草
木
の
刈
払

い
作
業
及
び
測
量
に
着
手
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
調
査
の
時
期
は
、

狩
猟
期
と
重
な
る
た
め
、
特
に
ハ

ン
タ
ー
の
方
は
、
発
砲
に
注
意
し

事
故
防
止
に
万
全
を
期
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

産
業
振
興
課
施
設
整
備
係

22
・
９
６
６
８

近鉄伊賀線
「昼間時列車運転休止」

伊賀線の線路保守点検工事のため、昼間時、列車
の運転を休止します。大変ご迷惑をお掛けいたしま
すが、ご理解とご協力をお願いいたします。
なお、その間は、代行バスを運行しますのでご利
用ください。
【実施日】
11月18日（木） 荒天の場合、11月19日（金）

【運休列車】
午前9時31分～午後2時50分の間に伊賀神戸駅・上
野市駅・伊賀上野駅を出発する全列車
【代行バス】
上野市駅～伊賀神戸駅間は国道422号線を代行輸送、
伊賀上野駅～上野市駅間は路線バスを代行バスとします。
【問い合わせ】
上野市駅 21-3231 伊賀神戸駅 38-1304

摺
見
地
区
で
国
土
調
査

ハ
ン
タ
ー
の
方
は

ご
注
意
く
だ
さ
い

上
野
支
所
産
業
振
興
課

平成16年分青色申告決算説明会・年末調整説明会
青色決算説明会（年末調整の説明を含む）
【と　き】 11月24日 午前10時～正午
【対象者】 個人青色申告者
年末調整説明会①
【と　き】 11月24日 午後1時30分～3時30分
【対象者】 個人白色申告者

法人（住所が伊賀市で
整理番号が00000001～00500000の方）

年末調整説明会②
【と　き】 11月26日 午前10時00分～正午
【対象者】 法人（住所が伊賀市で

整理番号が00500001以降の方）
※場所は、いずれも三重県上野庁舎7階大会議室
（四十九町2802番地）です。
※事前に郵送させていただきます関係書類をご持参
のうえ、ご来場ください。
※開催会場の収用人員の都合により、ご出席いただ
く日時等を指定させていただきましたが、ご都合
の悪い方は、他の日時等でもご出席いただけます。
※なお、三重県上野庁舎会場は全面禁煙となってい
ます。

【問い合わせ】 上野税務署　 21-0950

【
と
　
き
】

12
月
15
日

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

【
と
こ
ろ
】

青
山
保
健
セ
ン
タ
ー調

理
実
習
室

【
内
　
容
】

「
カ
ル
シ
ウ
ム
を
と
ろ
う
」
を

第
６
回
健
康
栄
養
教
室

参
加
者
募
集

青
山
保
健
セ
ン
タ
ー

未
登
録
の
銃
砲
刀
剣
類
を
お
持

ち
の
方
は
、
上
野
警
察
署
へ
発
見

届
を
提
出
し
た
後
、
登
録
審
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
と
　
き
】

12
月
14
日

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
は
休
憩
）

伊
賀
市
と
伊
賀
市
教
育
委
員
会

で
は
、
上
野
地
区
の
幼
児
か
ら
中

学
生
ま
で
の
絵
画
や
工
作
な
ど
創

造
的
な
作
品
１
３
０
０
点
を
展
示

し
ま
す
。

【
と
　
き
】

11
月
27
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

11
月
28
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
と
こ
ろ
】

上
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
２
階

【
入
場
料
】
無
料

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
の

ご
案
内

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

う
え
の
子
ど
も
美
術
展
を

開
催
し
ま
す

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

22
・
９
６
７
６

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
県
教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
室

２
２
４
・
２
９
９
９

テ
ー
マ
に
し
た
調
理
実
習
と
講
義

【
参
加
費
】

５
０
０
円
（
調
理
実
習
代
）

【
対
　
象
】

栄
養
に
関
心
の
あ
る
市
民
の
方

【
定
　
員
】
30
人

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

12
月
８
日

ま
で
に
、
電
話
で

青
山
保
健
セ
ン
タ
ー
（

52
・
２

２
８
０
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
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高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
を
次
の
と
お
り
実
施
し
て

い
ま
す
。

【
対
　
象
】

接
種
日
現
在
65
歳
以
上
で
、
市

内
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人

登
録
を
し
て
い
る
方

60
歳
〜
64
歳
の
方
で
、
心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
不
全
ま

た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
を

有
す
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
方
（
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
程
度
の
方
）

【
実
施
期
間
】

平
成
16
年
10
月
15
日
〜

平
成
17
年
１
月
31
日

【
と
こ
ろ
】
市
内
医
療
機
関

【
自
己
負
担
金
】

１
２
０
０
円
　

（
接
種
料
金
４
０
０
０
円
の
う
ち

２
８
０
０
円
は
市
が
負
担
し
ま

す
。）

※
65
歳
以
上
の
方
で
、
生
活
保
護

法
に
よ
る
被
保
護
者
の
方
は
無
料
。

【
接
種
方
法
】

▽
予
防
接
種
を
希
望
す
る
医
療
機

関
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

▽
市
内
以
外
の
医
療
機
関
で
接
種

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
て

い
ま
す

本
庁
健
康
保
険
政
策
課

さ
れ
る
方
は
、
必
ず
事
前
に
当

課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
診
時
は
保
険
証
と
健
康
手
帳

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
予
診
票
・
健
康
手
帳
に
つ
い
て

は
、
医
療
機
関
窓
口
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
次
の
よ
う
な
場
合
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
】

①
発
熱
し
て
い
る

②
重
篤
な
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て

い
る

③
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
含
ま
れ
る

成
分
で
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

（
激
し
い
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
）

を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る

④
そ
の
他
、
医
師
が
不
適
当
な
状

態
と
判
断
し
た
場
合

【
問
い
合
わ
せ
】

健
康
保
険
政
策
課
健
康
推
進
係

22
・
９
６
５
２

イ
ベ
ン
ト
や
ク
ラ
ブ
に
参
加
す

る
人
が
楽
し
い
時
間
を
共
有
す
る

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
現
場
の
悩
み

を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
ま
す
。

【
と
　
き
】

12
月
５
日

午
前
９
時
30
分
〜午

後
４
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

【
講
　
師
】

三
重
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
事
務
局
長
　
鈴
木
寿
子
さ
ん

【
参
加
費
】

１
０
０
０
円
（
傷
害
保
険
料
含
む
）

【
定
　
員
】

50
人

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

11
月
10
日

〜
26
日

ま
で

に
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
性
別
、
年
齢
を
記
入
し
、

〒
５
１
８
・
８
５
０
１

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
６
番
地

伊
賀
市
教
育
委
員
会
上
野
分
室

22
・
９
６
８
０

22
・
９
６
９
２

ukyoui@
city.iga.lg.jp

へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
参
加
者
募
集

教
育
委
員
会
上
野
分
室

三
重
労
働
局
長
は
、
三
重
地
方

最
低
賃
金
審
議
会
か
ら
の
答
申
を

受
け
、
８
月
24
日
、
三
重
県
最
低

三
重
労
働
局
で
は
、
11
月
の

「
賃
金
不
払
残
業
解
消
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
月
間
」
に
お
い
て
、
賃
金
不

払
残
業
の
解
消
に
向
け
て
労
使
の

主
体
的
な
取
り
組
み
を
促
進
す
る

三
重
県
最
低
賃
金

６
６
８
円
に
改
正

本
庁
商
工
観
光
政
策
課

賃
金
不
払
い
残
業

解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

本
庁
商
工
観
光
政
策
課

仕仕仕仕事事事事とととと家家家家庭庭庭庭をををを考考考考ええええるるるるセセセセミミミミナナナナーーーー開催
【と　き・ところ】
11月30日 午後1時30分～3時45分
三重県総合文化センター内　フレンテみえ

【内　容】
講演「これからの雇用を考える　

ワーク・ライフ・バランスをめざして」
ニッセイ基礎研究所社会研究部門
上席主任研究員　武石恵美子さん
事例発表「我が社の両立支援の取組について」
マキタ人事部勤労課課長　梅村伸二さん
（平成14年度ファミリー・
フレンドリー企業表彰愛知労働局長賞受賞）
両立関係最新トピックス説明
三重労働局雇用均等室長　齋田三枝子さん

【参加費】 無　料
【定　員】 先着100人
【申し込み】三重労働局雇用均等室（ 059-
226-2318）へ11月24日 までにお申し込
みください。

賃
金
は
現
行
の
「
時
間
額
６
６
７

円
」
か
ら
「
時
間
額
６
６
８
円
」

に
改
正
決
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
最
低
賃
金
は
、
平
成
16
年

10
月
１
日
（
効
力
発
生
日
）
か
ら

三
重
県
内
で
働
く
、
産
業
別
最
低

賃
金
が
適
用
さ
れ
る
労
働
者
を
除

く
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
労
働
者

を
含
む
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
労
働
局労

働
基
準
部
賃
金
室

０
５
９
・
２
２
６
・
２
１
０
８
）

と
と
も
に
、
11
月
23
日

の
勤
労

感
謝
の
日
に
あ
わ
せ
て
「
全
国
一

斉
無
料
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
設
置

し
て
労
使
及
び
関
係
者
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

＊
全
国
一
斉
無
料
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

（
は
や
く
な
く
そ
う
サ
ー
ビ
ス
残
業
）

０
１
２
０
・
８
９
７
・
９
３
３

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
労
働
局
監
督
課

（

０
５
９
・
２
２
６
・
２
１
０
６
）
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広
報
う
え
の
最
終
号
の
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
「
上
野
地
区
市
民
文
化
祭
」
の
日
程
表
の
中
で
、「
洋
舞
（
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
・
バ
レ
エ
）
の
開
演
時
間
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し
く
は
、
11
月
21
日

午
後
７
時
〜
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
上
野
地
区
市
民
文
化
祭
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
上
野
支
所
地
域
振
興
課
文
化
国
際
係
（

22
・
９
６
２
３
）
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

訂
正
と

お
詫
び



11月21日（日）
11月23日（火）
11月28日（日）
12月 5日（日）
12月12日（日）

21-3135
24-1111
24-1111
21-3135
24-1111

まず、かかり付け医へ連絡してく
ださい。
連絡が取れない場合は、右表の医

療機関へ連絡してください。

生後４カ月、10カ月、１歳、１歳６カ月、２歳児。
※生後4カ月、10カ月児は、なるべく受診してください。

生後４カ月、10カ月、１歳６カ月児。

生まれ
母子手帳をご持参ください。

生まれ
母子手帳をご持参ください。

生まれ
母子手帳をご持参ください。

生まれ
母子手帳をご持参ください。

乳幼児の計測と相談。母子手帳をご持参ください。
2日 は 9日 は 。

乳幼児の計測と相談。
母子手帳をご持参ください。

乳幼児の計測と相談。
母子手帳をご持参ください。

乳幼児の計測と相談。
母子手帳をご持参ください。

乳幼児の計測と相談。
母子手帳をご持参ください。

離乳食の話と試食。
11月は

11月16日（火）、12月7日（火）、14日（火）
午後1時30分～2時
11月16日（火）、12月7日（火）
午後1時～2時
11月16日（火）
午後1時30分～2時30分
11月25日（木）
午後1時30分～2時
11月18日（木）
午後1時30分～2時30分
11月25日（木）
午後2時～2時30分
12月2日（木）、9日（木）
午前9時30分～10時50分
11月30日（火)
午後1時30分～3時30分
12月13日（月)
午前10時～正午
11月24日（水)
午前9時30分～11時
12月7日（火)
午前10時～11時
12月2日（木)
午前11時10分～11時40分

が
ん
検
診
日
程
表

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
上
野
支
所
健
康
福
祉
課

22
・
９
６
５
３

子
宮
が
ん

月

日

午
前
10
時
〜
11
時

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

中
央
公
民
館
講
座
室

20
歳
以
上
の
女
性

子
宮
頚
部
細
胞
の
採
取
と
視
診

11
月
15
日

電
話
で
申
し
込
み

１
１
０
０
円

な
る
べ
く
ス
カ
ー
ト
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

検
診
前
日
の
性
的
接
触
と
洗
浄
は

避
け
て
く
だ
さ
い
。

生
理
日
に
あ
た
っ
て
い
る
方
は
次

回
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

乳
が
ん

月

日

午
前
10
時
〜
11
時

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

中
央
公
民
館
講
座
室

30
歳
以
上
の
女
性

触
診
と
乳
房
Ｘ
線
検
査

11
月
15
日

電
話
で
申
し
込
み

１
４
０
０
円

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
、
乳
房
を

板
で
は
さ
む
た
め
、
多
少
の
痛
み
は

伴
い
ま
す
が
、
触
知
不
能
な
が
ん
を

発
見
す
る
た
め
に
は
最
も
感
度
の
高

い
方
法
で
す
。

妊
娠
の
疑
い
が
あ
る
方
、
妊
娠
中

の
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

日時
間

場
所

対
象

内
容

申
込

費
用

注
意

費
用
の
免
除

老
人
医
療
受
給
者
証
・
健
康
保
険
高
齢

者
受
給
者
証
・
生
活
保
護
被
保
護
者

受
給
証
明
書
を
提
示
さ
れ
た
方
は
無
料

で
す
。
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
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11月22日（月）午前9時～10時30分
ライトピアおおやまだ
11月26日（金）午前10時～10時40分
上野ふれあいプラザ2階
12月14日（火）午後1時30分～3時
いがまち保健福祉センター

ふくじゅえん在宅
介護支援センター
在宅介護支援セン
ターおかなみ
在宅介護支援セン
ターなしのき
在宅介護支援セン
ター彩四季
在宅介護支援セン
ターいがのしろ
市民病院在宅介護
支援センター
在宅介護支援セン
ターふれあい

福寿園併設
（西山）
老健おかなみ併設
（桑町）
第二梨ノ木園併設
（朝屋）
彩四季併設
（市部）
さわやか園併設
（山出）
上野総合市民病院
併設（四十九町）
伊賀市社会福祉協
議会内（中町）

24-7158

21-8000

22-0505

26-0011

22-0001

22-1119

21-1112

11月25日（木）（予約制） 22-9638
午後1時～4時（上野支所生活環境課）
12月3日（金）（予約制） 22-9632
午後1時～4時（本庁男女共同参画課）
月～金曜日（祝日を除く）
午前9時30分～午後5時
火～金曜日（祝日を除く）
午前9時～午後4時
11月18日（木）
午後1時～3時
11月22日（月）、12月13日（月）
午後1時～4時
11月18日（木）
午後1時30分～4時

12月1日（水）
午後1時～4時

11月19日（金）、12月1日（水）
午前10時15分～午後2時45分
11月25日（木）
午後2時～4時
毎週水曜日　
午前9時30分～午後4時30分
12月10日（金）
午後1時30分～3時
11月22日（月）（予約制） 24-5800
午後2時～3時30分
毎週金曜日（祝日の時、前日）
午後1時30分～3時30分

上野ふれあいプラザ
3階相談室

市役所本庁南庁舎
中2階　福祉政策課
上野ふれあいプラザ
青少年センター内

市役所本庁南庁舎
1階第1会議室

市役所本庁南庁舎
玄関ロビー

かしの木ひろば
（寺町）

上野ふれあいプラザ
３階相談室

上野商工会議所

上野保健所（予約制）
24-8045

津地方法務局
伊賀支局 21-0804

久米市民館

伊賀市勤労者福祉会館
シルバー人材センター

八幡町教育集会所

（弁護士）

（人権擁護
委員）

（行政相談員）

（民生委員・
児童委員）

午後1時～4時
上野ふれあいプ
ラザ3階相談室

（祝日の時、翌日）
午前9時～午後4時
上野ふれあいプ
ラザ3階相談室

午後1時30分～4時
西柘植公民館

午後1時30分～4時
西柘植公民館

午後1時30分～4時
島ヶ原老人福祉
センター

午後1時30分～4時
島ヶ原老人福祉
センター

午後1時30分～4時
阿山多目的集会
施設

午後1時30分～4時
阿山保健福祉セン
ター

午後1時～4時
大山田農村環境
改善センター

午後1時30分～4時
大山田生活改善セ
ンター

午前9時～正午
青山福祉センター

午前9時～正午
青山福祉センター

午前9時～正午
青山福祉センター

11月30日（火）
午前9時30分～午後4時30分　
伊賀支所　　　　　　　
12月 1日（水）
午前10時30分～午後1時　
島ヶ原支所
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平成16年11月10日発行
伊賀市役所
〒518-8501
三重県伊賀市上野丸之内116番地
編集・企画振興部広聴情報課
0595-22-9636
伊賀市のホームページ：
http://www.city.iga.lg.jp/

伊賀市市章
「伊」の文字をモチーフにし、山々に囲まれた自然豊か
な市のイメージと未来に向かい躍動する市民の姿を表
現しています。緑色は市の自然、青色は過去から未来
へと続く歴史を表し、それらとともにひとが輝く、地
域が輝く、住み良さが実感できる自立と共生のまち、
伊賀市を象徴しています。

伊賀市市民憲章
私たち市民は、次の6つの原則により自治を進め、“ひとが輝く　地域が輝く”
伊賀市のまちづくりの実現を目指し、この憲章を定めます。
1. まちづくりに関する情報をみんなで共有します。
1. まちづくりには、みんなが参加できるようにします。
1. まちづくりは、みんなでつくった計画に基づき実施します。
1. まちづくりは、まず自ら行い、さらに地域内で助け合って進めます。
1. まちづくりは、互いに連携・協力しながら進めます。
1. まちづくりの実施を評価し、次の活動に活かします。

伊賀市の名刺台紙を販売します
伊賀市では、11月1日に誕生した

「伊賀市」の名刺台紙を作成しまし
た。新市「伊賀市」を市内外に情
報発信していただくツールとして、
市民の皆さんに販売します。
【種　類】3種類（両面刷り）
【価　格】1ケース　200円

（1種類100枚入り）
【販売場所・問い合わせ】
上野支所地域振興課　 22-9619
伊賀支所地域振興課　 45-9114
島ヶ原支所地域振興室 59-2094
阿山支所地域振興課　 43-0318
大山田支所地域振興課 47-1156
青山支所地域振興室　 52-3224

上野市 

伊賀町 

島
ヶ
原
村 

阿山町 

大山田村 

青山町 

伊賀市誕生
平成16年11月1日、上野市、伊賀町、島ヶ原村、阿山町、大山田村、青山町の6市町

村が合併し、新しく「伊賀市」が誕生しました。
「伊賀市」は三重県の北西部に位置し、北は滋賀県、西は京都府、奈良県と接し、近畿

圏、中部圏の2大都市圏からそれぞれ約1時間の距離です。東西約30 、南北約40 の
縦長で、面積は558.17 、森林が約62％、農用地が約14％、宅地が約5％という自然
豊かな地域です。また、江戸時代には交通の要衝として、藤堂家の城下町や伊勢神宮への
参宮者の宿場町として栄えてきました。このような地理的・歴史的背景から独自の文化を
醸成し、伊賀流忍者や俳聖松尾芭蕉や横光利一のふるさととして、歴史文化の薫るまちで
もあります。
11月1日の合併により「伊賀市」の人口は約10万3,000人になり、人口規模では県内

で6番目の都市となりました。“ひとが輝く　地域が輝く”～住み良さが実感できる自立と
共生のまち～をめざして、市民の皆さんとともに新しいまちづくりを進めていきます。

この広報紙は古紙配合率100％の
再生紙を使用しています。




